
も馬♭ワ

邸
箋賢愚

苫せ
鵬

まサーJL挙薗生物部



・…第留男臣に・・・・・・・・・
ニD　車庫施一朝

山添一路
竹永啓

男
哺
斉

藤
鯉
欺

健一郎
題隆志

座
風
凰
て
見
え

古
ふ
丁
や
∴
∵
ヤ
上

づ

壱刹周東

丑

D

 

E

 

A

A

∵

k

二

U

 

C

 

A

エ

エ

て

二

　

三

三

ミ

ニ

一

一

一B　伊範囲噂敏＼

髄
7胸

　

　

　

留

男

製
革
孝
照
蜜

墳

　

磨

認

村

単
産
古
中
泉

ル
：
竜
虎
彿
「

為
萄
－
ヤ
ー
鵡
ヰ
ー
ヰ

ジ
葡
車
・
商

て
馬

嶺や山堆朱号乙l……・・

羊歯桂瀬教範五線一一一一
放水象プラ　ンクト　ンに 範

甘受乞笥飼埠埠
．
の

山
で録髄の．

且 シ
ー

′

′

l
レ

Jイ
くシクヤの某

い
か
〟

単
産
を

如
㌶

髄
郎
嶺

の
し
鼠
山

蝶
、
私
風

迷
坪
数

声

　

高

や

′
ア

身
長

布
軋
都

患
蜃

顧問

‾、守耳牛耳



祖母山塊来
港2P・ 野一健

コ
し
鼠

去
毒

・
只
套
用
ム
㊦
凄
あ

り

壊

せ

ら

　

皐

に

こ

　

し

F

、

！

て

　

ゥ

ほ
乳
凰
酌
と

是矛、魔．
・、’、∵あ

掛
っ

免が和めてだっ
て

∫

は

予定の曾月本
号は九州をね

ふ

た

た

自

ら

壌
県
剖
・
づ

の
鹿
牽
帝

で
　
e
 
O
l
芝

封
外
リ

を
県
と

食
霊
草
を

た
本

し
の

晶
で

疎泉

の
格
適

た。その二　3劇

準
的
展
示

ゥて北上しワ二「あ〃た。

山元溜却√一家の魂＼－壱てなし盈受け、
て台風盟週を帝っ閣避麟濱枚の永井毅生

訪圃し∴叔母山々乳埼北部の蝶のあ
立てた、真義局この予定は・少し変更．せ
の巌にな〃杏のである。

定．、
や
す

、′・、さ

き
を

聯
灯

を
ね

日　う　ら∫卑）　　　　　　　　　五入　　　バ、ス

∴∴∴・∴∴＿∴∴二二∴・
g均　富田　神風F→国観堵→祖母山頂→山頂

／主産
宮月中ヨ　山塊′ト啓一→．臥番山頂一・→同額適・・．

一一一一月拍牒「→高率線一一→凄因

視凝止満・蕩蹄県、絶本県、大分県、の
濱っ　牛∫′7卸・のJ－＼で食止＼うヮ”芝うた5

、
　
　
0

放
る

多数の珍しい罷免が腺象される二

19　占

半ごろ放
ずヰtうムツ

、リ　マ志　こ、

芝　の　日 ほ
ぞ
公

月
義
マ
て
仝
耽
適

訂
到
夕
象
く
わ
へ

月
・
に
ン
攻
落
各
館

∫
．
合
で
互
選
布
吼

丸
．
芝
を
．
次

裸
わ
滴

る
∴
打
で

あ
舟
為

に
に
、
項

、
風
体
で

県
森
と

∫＿8度岡とバスで叡餐し年後

0

ム

き

そ永すら祁風蕊で勘直甘少
ン′　コ′し末子「ミキリ、コ

た。
鰯高級僻
て
．
っ

鍔
亀
甲

1

－

、

、

∴

登山部門・の観放す
には適る　こ　こがで



ラ

マ

屋

ラ

婆

ム

卑

小

ナ

ノ

オ
丸
頂
ズ
モ

オ
ヒ
，
項
、
、
、
ク

①
◎
◎
㊨
◎

ラ

グ

、

ギ

タ
、
棟
に

ヒ　カが現れ初める
ロツヤムシ盈初め

ハナカ　ミ　キリ

ンイ　ヰモン　ジ

ヒ
色言．〕

・‥・・…・C g　ト・一

象
を
藍

承
ウ
を

7

、

ヨ

　

‖

ノ

ソ虻で∴・二：子、

私



今度の鹿象の
◎オ才．ム、ラ

吏）、ソJ

◎ヒ　又

ログ

キ

一　寸3こ

◎ビアィ

乙
七
a
 
A

橡
キ
・
ヤ

頂
．
耳
サ
ツ

ヒ一
ブず

．
マ
乙

ヽ
ヽ
ヽ

′
しスル

へ　　　ヽ′
、．．C＿会

遼ど芝決めて　し－た．・

吾霊考・んこれらは風
儀にとって初めて　躇

だ
標

の人考　疎ふ　は取るに鼠

にす∠・‥二・餌．らを．凍、象す

．戸（受二埼玖）で遜「した

事
．
F

と
二
七

．

ご

ろ

7

と
き
〆

二

す

せ

る
象
モ

ノ
す
腺
、

て
喪
書
が

し
・
思
・
シ
カ のり

ドリシグミの赦）象崩壊イ各

才
を
丘
鼻
T
オ

島
と
ら
る
オ

、
b
　
ブ
勺

ま　だ外ノ＼ぬた車の．なし1

坤であゥて、鹿の地方
tl均であ与り。．上すLと

ヂ膿の単であゾ、密に各
ム亨サ考をど、ぼ偏と1して

上組集むた＝象葛で場った．
要す．・ノ兜の革俵獲．ず、公亀館き患者とたのは・ゼ01：7

時過三です与で’あっと∴すでにイ　ンタ庫肺の塵すは

盆栽・’，．．た後で更のテントだ、けず’坤鼓の境内亡針ウ篭

り　とつニッて㍉1たき　菅の内の一々に駄施渡島．の女官

t
L
f
ツ
タ
．
だ
一
果

、
ス
／
三
毛
・

亀
を
あ
、

て
・
手
∵
の

け
簸
た

・
〇
十
ケ
キ
与
二
を
ケ

た

カ

　

ソ

毛

く

　

r

薮

ケ

、
ク
と
毛
題
目
二
に
▲
も

るeム且をのうのう畳ク＿て磨くにつ九、人敦
を71「きた4　j薗ばたには・クヌギの木酢だツプ貯

藩
で
ビ
デ

威ワ　てt落書て諷うのは・ミヤマクワ　が

リクワ乃、、タ、スゾクワガタをどの曹虚應
礫の鹿簸、例えばアカアンクワゲタをr鉱
もて泉をい．・Zのうち破ること　に毛

、観象に束てい各鋤だけ水食するよ
ワ

ヽ

い

　

ソ
ス

ラ

告

、

止

凰

曳
「
ダ
の
す
ザ
壊

ソ

マ

り

ち

噂

し

7七・、‾了オしカナでソ、グく7カナ

あ
う
ブ

カ　ブトムシダ’．大部分で、たJ＝ここ

イ　呑どの珍し　り甲虫績す、°うだけ

了
を
　
，
ム
Y
、

き
に
∴
′
蓼
で

じゃが、ルリタ．テ／＼、スミ　ナがンす’命
の　であ　ブた．

ある乳ば＿・え＿・の．
つ

し

てい香　では

い
か

な

　

い

L
を

ク 東での木の劇場
、碑だ，う乙息、l

て汁た。あの丸t、胴腺、来‘0ガザの．

一く1　ト



、
孝
タ
ダ
ま
ヰ
草
々
3
番
感
ム
卑
サ
圭
や
袖
は
蚤
温
確
の
夢
か
た
畢
l
鼠
リ
け
了
挿
複
が

柳

ム

手

付

け

ケ

島

4

淳

〓

た

オ

　

ダ

血

糊

A

∵

吟

、

ミ

水

が

　

凰

す

わ

し

　

の

か

だ

　

凰

リ

サ

L
で
ア
マ
が
の
A
の
l
ぁ
ぎ
増
車
乾
く
、
濱
漣
ザ
尊
く
し
上
珍
く

で

キ

・

嗜

虐

ウ

魂

夢

で

．

で

す

免

撮

り

や

血

き
サ
4
7
ヤ
有
事
で
も
年
が
歓
亨
が
心
渡
た
り

欄

番

エ

ち

花

ぶ

倍

率

た

落
札
皐
：
よ
し
尊
に
縛
り
∴
ト
の

ヤ

・

ル

　

■

曾

泉

崎

破

壊

謡

僻

み

オ
質
タ
と
が
痢
ず
小
て
レ
オ

オ
急
げ
こ
y
K
鼠
．
く
‰
醸
・
滑

た
止
霧
で
恨
∵
イ
塊
完
野
晒
料
票
堆
調

ヴ

患

す

レ

、

芝

が

た

亀

應

萄

多

心

の

風

早

撒

麗

し

の

蠣

志

L楓
経

書
軋

半
、
硝
席
上
鵜
＝
城
た
嘲

檻

げ

　

轟

て

た

如

∵

ア

射

り

目

上

魯

し

ヴ

わ

す

山

．

か

ぜ

オー．づ嶋み鳴

ぴI左叫

盈グー厭せ
はと．．親鳥
ク′．中空　か

肴
魚
威
し
L

象
疎
で
九
九

思

毛

け

に

で

が

く　う

：・・ノ

L
T
鴫
郎
碗
破
約
り
ど
う

・′！．．．今r†ノー、・「．

・
‰

一
慣

’

て佃
欄

っ
ノ

H
√
ノ

●
－
着

だ
朝

顔
凋虹

二
、

ぅ
嵐

叫
一

け
′

Jサ

JJ、

っ　鴇

J

ノ

　

．

1

ノ

ー
威
辛

J
‘
　
甥
∵

て
膿
炉　轟、磯で
でヂ　ち　尊号　鴫

覆車
に．ニ

・の鰯

る

　

さ

あ
・
㌍

戒
々
静
で
も

古
．
ソ
く
乙

の

　

ソ

ユ

リ

二

　

矛

　

甘

　

塩

．
二
㌻
職
に

′
－
．
叛
か
せ

あ
∵
ソ
わ
い
還

す
息
で
言

庸
ウ
マ
∫
・

・
中
　
で
は
　
い

為
′
ば
れ

ゲ
頗
＝

プ
∴
〃パ

ノ

一．
キ
急
名
膚

サ
J
沙
〓

ワ
∵
訝
∴
r

H
り
ん

は
削
宙
嘘

観
が
げ
h

な
∵
L
と
〓
た

・
r
　
つ
み
′
八

・
偲
ぎ
ダ
ら

．
餅
二
マ
ム

か
・
丁
年
赦

し

り

　

サ

メ

　

止

7

，
ろ
る
と
こ
グ

ー
ー
も
あ
う
慮

＆
二
r
 
b
ふ
か
∴
風

咽凄一

ツタ

リ
の

J
一
一
・
当

あ
て

片
も
わ
で

の

私
‥
‥
ぎ
ふ
嵐
か
＝
軍
患

るあ

‥
い
．
↓
く
　
り

り
h
フ
猥

ヽ

よ

く

，
し
た
1
お

考
－
い
・
巴

に
老
・
台
風

日
、
・
ウ
　
ノ
＼
、

組
長
∵
明
り

に

へ

7

為

栗
破
く
で

は
も
思
惑

碗
脚く解く　と五歯

牽施す’あり、ヒ
、
l

、・払椙の鵬の祖母
てき、嵐山膿モ

ノ

＼

あ

ル

日

　

々

璃

し

　

㌦
－サ

の倒

す、一

慮

思
す
ば
磯
少
く
麓
－
S
は

の
友
を
ム
内
定
息
に
多
ば
に
ハ
∵
を

八
川
ソ
風
∵
炒
め
∵
八
日
1
ム

ヘ
あ
伸
二
ぽ
た
⊥
二
指
ゾ

す

が

と

患

え

脇

瀦

　

止

の
の
言
′
に
感
こ
㍗
ら
よ

廠

む

プ

乳

盈

骨

こ

ろ

五
度
こ
？
3
桝
，
＝
あ

き
ろ
こ
′
す
む
＝
t
r
初

て

よ

7

度

〟

入

．

え

れ
の
し
承
〝
に
ろ
こ
軋

瑚

所

出

と

1

ず

り

が

＿くI01－

あき

が華

て

・

う

レ

が

な

　

が

璃

げ

ろ

に

の

で

ぜ

〃
ダ
少
ウ
与
○
地
合
縄
目
で
杯
ク
の



5
研
せ
．
ほ

い
　
に
∵
夢
二
花

ガ
ソ色の瑠1

3
1

宗
一

吉日
ノよナ

h

き千番目11と呆し　いlの ）
J

かに撫ひt着ず’寸ば々く、リ

かってt一番のでなすをか水星できを

計り凍・泉し
音－きたなくつ軋A

の針枚と葉tた
・漣．はりぶ
たよう　で、

t／ぐ千 れ歯

ナ
ト
た
こ

冬
　
日
ノ
ノ
ウ

よ
呑
　
ハ
V

い
す
た

と　こ

の

γ
J

h
後
、／

て　ナ‾与　20　庸t　茄え

九
秒
調
が

－
、

°

は
に

な

に

　

ゲ

い

き

ち
0
十
を

急

を

一

あ

こ　‥は一木が侭く、礪
∫

し

し

　

て

芦

し

て

一

し

　

っ

　

q

j
を
え

え
に
を

了
を

久
は

テ
風

力
菟

オー、令ばすり　であ
．
た

、

一

　

つ

一
．
ヽ

たっ　たのだ。乙　にす

●
サ
つ

心
7
、
の
」
き
∴
に

、
り
林
と
か

え泉
しき

ヤ
て
晴

達
し
軋

は
　
l
つ
　
と
．
やし

呑
．
き
）
ナ
良

か

た

村

つ

且

の孝、し、康んでりたが、かしい

よった。司の繭には祖甘心
’芝適い）て日る。カlラスでが

ゲ、／＼の礁j革が乱来ていうが了
し1．

プロ　身ほどで払え透

〃て喚上へ由った。二

で“ある。．ぞ・れ　膵竣て

と、リ牒い　た蛎は－　で

久健も　巧、す大で仁、人

ト
．
．
題

ヤ

こ　ん　な折上聞は慈「いと

β

あ

漁

3

る

旺

眉

？

く

く

は

柵く－．ら　い鮨れた所に

る。し　グし　ああ獲う

八軒　っ

悉
暗
、
、
っ
　
で
は
と
し
を

九
　
ェ
　
い
ユ
二
の
目
名
二
考

を

　

す

志

せ

た

、

ケ

な

毛

ア
サ
と
倣
永
折
衝
喝
備

＝る糊上

。
き
ァ
喝

老

犬

　

9

4

到
縛
る
後

モ
（
の
が
！
年

γ
　
上
．
付
・
ノ
L
㌧

ヽ

L
孝
ム
ダ
芝

と
う
る
牧
賭

リ

＝

あ

の

一

後
頭
誓
耳
で
ー
ん
リ
考
た
し

轟
を
工
羊
礼
を
右
．
釆
像

の

り

を

あ
∵
否

包
〃
∴
∵
色
2

、
ツ
し
羽
や

3

ユ

山

菜

，

く

リ　ヘナこげっ

ミ・キ・が、の礫

逢いKをク
回礼l蜂＼叡

○

ヽ
－

．
＿
ヽ

を
を
、

す
㌢
ハ

イ
手

り
方
‥
i

ゼ
布
だ

マて
＼
ヽ
、

イ
9号身

朱
腺－

、で

はし‖
ノ慮せ力

の
た．

ヽ

た

　

I

L

　

上

か
頚

打
ら

互
が

たフ

い，・ではモ

土
て
・
フ

、山頂サ　　2b
へ 息11だわ　けで

且平が査〃イ‾九
、二緒へ登らざ

′つたゥ　′∵吾り・二幸でか的J二言っ　た預りて小、あ

書

き

に

る

る

も

り

うエリは度又と11ヮたネオ’、過当がた・し

た

し

　

9

　

0

を

二

て

く・鵜がモウ　モノ7　r立ちこ　め二　／唯坪

濃さポロポロこ．ば．こ打ぼ怒－・
官　用とは　日　九・二　二は

鎗召集の項守∴仁並．11
く10エく息す、白く　なリ

と、うウ　ふ鼠芝ひ夢、 ．
了

／
b
あ｛

－
′
て

硬
さ

担
高

ヽ
J

∫

ろ

ろ
く
．
〇

㌦
た

た
ん

L

 

L

す

か
い
．
．
′

・杏ク、

一・一リ．

．時
の故



、
あ
き

た
で
縛

め
．
し
ノ
・
も

留
か
て

ダ
ー
た
∵
が

甘
　
め
／
ヤ

在
駐

け
き

つ
タ
一
見

土
砂

ヽく 瑚
し　て　と

き

　

l

は
コ

・LJで
債
のヽ

－
1
＼

の

ス

孝に諌めた。

づ分
たつ

寮外在
所の萌

に即　日

げて
であ
竣L

喝

リ

の

血
1
ド
葉

い

　

っ

　

て

、

二

シ

エ

ツ
璃
木
た
た
た
蓼
で
ノ
ブ

ク

に

2

う

で

恕

ノ

所

で

と

の

　

e

い

　

㌦

き

く

　

っ

乳

愛

と
ろ
過
3
ま
、
つ
宜

酌の

t
疇
・
・

は
．
ぎ
　
二

の
だ
　
l

ふ
′
　
r
ま
た
な

た

た

更

に・

ヤ
毛

ツ
＝
る

ロ

　

〓薗凍象
鋤

由

2

リ
，
為

：貫

が

人

う飯．を
であ　た

の卵白

濱
臆
す

胸
寝
て
巧

る
・
は
飲

凍

り

は

．
L

T
J

Lが
〓

、・て　∴．手、

た衣と望、う乙、六Jソ　カリ

五
∵
か

が
互

譲
に

3
重

り
の

下
q

八
今

一
半
、

．
鼠
L

九
重
へ
す

け
床
屋

を
を
か

、
ゝ
ソ
で

ヤ

良

の

ま リ　に蝶し

蹄へ∴下り　3

とこ
ヽ
－
′杏、LJ在庫

する争
う　ル倒（

、しかt　これ芝疎

が”一頭あり、悲し
ナクを・ふ3　与）醇の
イ
1 曾薮線象した，

く　抹香日放であ3
．

．

J

　

ヽ

＼

、
の穐す番 －

大
に止一て　しま．う

をオー、与　この3頭は↑べ

った。亨の載り「手　酌　と

鼓す3こと　が瓜果た

んJf

束

で

音

て

で
＝
の
7
、
と

¢

く

　

さ

良

三

、

・
b
た
疎
音
は

ヒl
〆J

t

－

一

t

パ
＼ヽ

リ二三に確が為す壊し匂

ま。甲負
け与　れて

ロ　釆　ソ　コ

コ　メ、、ノキ

れ　上′，

ィ
t
果
∴
ハ
　
ム

岳ヰ毒亀の
ち

イ
・
′

十
も
カ
　
の

のが
土

「

　

、

・
持

午嶽J　乱す、邦へ下
した4・少し　え線が藍、

たり　で㌦は′卜雨が錬り

はさし　ワオ上を可、っ

ノ・、：J　ウニI　771、－、∵．い

膿

あ

り

ア

リ
ノ
＼
猷
た
し
か

粗
目
ノ

否
」

、

●

t

．

y

L

があ

れ
ぺ
廿
巳

フ
幕

そ
り

あ
か

で
は

掲
－
声
ワ
ニ

た
左
弱
L

L

う

　

ま

し

カ

せ
れ
暮
し
　
粛
リ
．
L

二＼、・．、、

⊥

与

　

は

ー

．
し
才
．
、
．
．
、

する　と　ピ‾プィ．）レス（、

あ十線の線と象り、
け楽
ど　り

キ

　

メ
▼
人

つ
J

t
J

マ

で
、
ナ
、
タ

つあ た。蕨雀・、
ン’三　の縫て‘、あ

‥
．
ト毛′

ア

グ

′

　

了

で
肺

キ
初

ヽ

1．
号

ヽ
AをJr

、・ナナハ

コ‘ヨ．ツ∴ス

カ
ノブ．

－

丁＼／・
ソ

′、・†汀′ノて′　∴∴′

ヒ
鬼
は
響
．
二
露

ラ

の

や

二

入

朝

首

ちたわに、早着に．膿

をリ　項観と遇でてヰ
し

　

ク

、

b

たす’久段が岳tlの

上
欄
で

はミズナラ朴に田豆

葺き．楓
勇
二
集
り

存、ま

でへ　あ

、．∴ノ　こ、

徴でク
句　リ、

上
ム
∴
．
い
　
や

忠

の

象

　

た

芝

草

慮

　

れ



J受鼻
が

三遷
ス
ト

「

．

．

登
多
礎
ゾ
ラ

宣
∴
・

ず

た

て

漣
っ
・
・
り

ュ
、
、

A

　

づ

ソ

　

に

ー
¶
∴
斗

L
T
、
、
ヽ

＼ノ

　

着

H

り

モウ、
J

ヒ
†
伊

ウヨ
レ
し

の
た
バ

ソ

　

し

オ

∴

　

寸

モ

・

・

t

．

　

　

　

1

　

．

ノ
ブ
／
㌻
た

Y
か

、
ノ
呑

一

七

　

う
′
、鋤か

っ

　

ゾ

L

る

り

て

あ

十
の
　
っ
で

て
羞
藷

．‾芝　こ　の花には 考、
ヽ
ヽ

功
りす、

＼

．

′

′

モ　ニ爪は風亀鳥の

さ　■　アカ八十カ

ミ　キリ，ヨ、ソスゾハ十カ　ミ

‾リ、が短1こ　ノして．’て一．あっ圭ヵ

ミ

キ

一

ン雅発で∴ヒセリ盟潤い拍拝す1

′
督
ム

）
J

タ．
＼

′
ノハ

ソ

㌣
老

た
耳

1

　

－

・

㍉

後席、排
で　こ　打

ノL Aこ千こ

、
つ

カ、

して．喫

あ

監

果

て

仰

希

腺

に

　

つ

ご

し

た

且

茸

リ
∴
ノ
？
∴
．
．
㌧

キ

，

工

　

の

ミ

リ

、

凄

カ
キ
‖
リ
、
み

三ト、り　ヒ　ョウモ　ソ′　クモガタ

ウ
ヒ

魂種々ヘリグロヰヤ1＼．ネだセリ

元老が絡ん　だ疇lこほ、茹　ビ雲は

環が出し、風児島の贋にi乱す
の　璃ぐ下の朴車　では3線のキマ

1′こち

‥

　

・

．
＼
こ
リ

昭
一
3
放

ガ的
こ

　

で岩
ヱ
ソ

芽
∵
勒

ム
で

′
了
・
V
　
の

、

！

・

t

′

l

、

－

一

L

l
・
－
77

番
ヴ

道
上

く
一
し

布
ノ
鼠

へ
康

〟
明
き

サ

　

ハ

五
FJ

r

′

ー
L
J

こ
／
オ

ン
の

与
璃揚

㌣
、

「

．

し

″

　

し

十
卜

ギ

う

勇

ソ

　

〇

二
　
J
 
J
左
手

末

日

の

み

つ

う

′

二

し

ぁ
ハ

ー

ド

　

　

イ

ツ

　

プ

し

、LJ如はとて
d

尊
悪
さ

狙
甲
．
J

ム
噸
Zl

寛厳

漸
′
′
し

ン 叫

‖
ノ
　
主
、
．
b

各
で

ほ
な
し
藁
．
仁

の

鼻血

ふ
乾
で

軒
、
ワ
豪
の

う
　
l
号
　
も
C
上

ケ与∴乱寸「かた．ので、

あった′，オ首り　た　く

、　．’　∴・・、・十　°、

才．’いや　すした適当
つ　オ

覇
に

喜
存

し
て

ー
グ
づ
ハ

1

H

↓き確放つ
ノ

ノ
バ
U

濃を栗ヽ

、り

てつよ吸束すのオ十が

クモの夏すら　鎚イ与・

往く養乱し　た－り

ルリ、ソヤハゲコメ、ソ竜、．ウ菜．4ロ

と．、か発致さ　れた。

て．全部の予東　銀左舷針山菱をウ
生新五右年に義＝たのは年名J牒

け銀〃の様な絡酷　者グー2人毛‥　り

オ二二マンでが終〃と胡「互で＝1㌦

1」含三日

知日）ColeOpteγ久）

）ニマ′、ソミョ鵠空知色P鵬MOb融sk7

／！／∫



23もメオ甘血y Cici約ckま民

事　ミ留マに配電十む pま憲誓1．蒜浣Y
TⅧ甘守　K．調

ノ由緒わ相はムシ　臨3両鋤P擁・壷S
す；l・1富歓・叔

功車アシツヤヒラタj‾ミーあソ？辱棚減去・r誹心YeS
耶寺　勺　絃・拇

胡　鵡クあシの一薇　　　　　　　　　噛　　マ7il？、〆・叫

㊥如オブ、且や距、ミ損′　I赤心　て粗銅雨脚

耶4　9　に・N

「賦与　つ、＆ン　f・．Uか納れ乱　エリ仇再話5
Ylり　71に′N

ハ、方　カ　タ　y覿

守）　オヒラタ八郎ルアシ　質．巴舐O的e応　紬jsii

T間　宮　にN

粛細田瑠璃粗銅ふ

咽かaツ即納づソ　町川ChY鵬　㌻佃i〔い5
下川　訂　k刃

1j）鋸は別所事門′　F読ル相加J中小くり5
V周　富　に・N

クワガ　ムシ射

）やミヤ？タ河タ　　LUCr甲U5‾h桝仇CU帰納γ高5

却患一血塊

ヱ竣

却「止載

ヱ頚

細魚～ふ喝

j鼻

血コ亀

心境

t敢

且が軒

．【；三）

ま会～神風

旨竣

成去～和風

l埼
廊煉～ム項

l頚

碑～ム項

3親

Ⅴ榊甘1りりり「却聴

噛融ツゲ画　航轡Ciloぴ5i円Cl融Us l・－レ財等
耶‖　才　一細枠イ和風

†砲ヒラタクワ納　　れYCリS tit…レ盲　　　　　　　　I壊

す川　》　K・Y

クでツヤム㍉／和

好）、7ノクぜツYAy C71晶qC久山S p仕t丘li5　　富喝

恥1年・討メイ　ム硯
Ju　セソヰゴがネ斜

セソヰコ佃　　Ge々tY中S L蜘i～tY虚VS
廿

l頚



∫り）榊だンオコげネGeoもvpes脚丁んS
V相、8　　K・N

Jのコがガムシ科

ヒメすシナわ錦．［血nOh碑久0しんC七久　　磯・

岬アyすわ碑　Hや久　CO…UMi　　　瑚

鋤オオ科せマダ．ラコが未配もpe湖8ふ血i鵬iチ

2－）頼み恥心高価し画面眈

22）ア勅ナカ㌧れ粛椚柚周　し壷cOlor

か桝狛すy Rh岬もYYも舶POl詫久

l頚　細槽へ′山頂

V川．q、　ビ・N

山喚～壷か密

∨川　？　と・N　に・Y

止項～互が呼

物庸　V‖l？　叩

山頂

！頭－　∨椚　官　給Y

神尽

）頭

「簸

カサ1、ン痢IJク癖．、lこ頚も多く軋られた．

タマムソ融

均オマムy Chァ50刷ナBfu13idiss血　虜

㊥ム、ばシタマムソChry50』81蜘S・SuCCed久ne駄虜

ヱ…叫クマムシ悪鵠霊芸綿鮒ある
！頭

咄「日当白母十両叫？年維U　油坪e．CtUS
上“痛

〃シ．ヒが、ムシ叫

瑚・んネ了カワシヒゲムゾ　Ho叩toceY久　niponiは「塵

V川、㌢　Iく，N

新原

∨川、官．　r′N

柵敢

⊥V出．ワ、・YY

銭金′）対岸、

Y眉　7　）くイ

出合′）刺頓・

∨川　q　　臣N

ム頑

「頚ゾ川　9　）く事

ム政

V間　宮　　K・N

鋼廠～dl現

コ　メ、ソ　キ　ム　う／本「

捌メスア恒再ラ隼揮触彿坤血か心中孤5　：用梓　川
y軋り　　山吹へ且が呼

潮妙か7ず八万’っメッキ．HjwACYepidiu5幸久亘れ0』舶‾　噸V目し？…

五グ呼

べ13　ト



封）コメサ雲ムノ稗の一癖　Å

32）っメゾ考ムシ壇の－痩　序

33）コメ、ソキムソ対の一廊C

3ヰ）コメッキム潮の一席　D

琴）コメッキA朝の－痩　∈

瑚　コ〆ツキれ叫の一極F

呵　コメプ貸ムシ紬年催匂

えグルモド’キ科

頭

薮

頚

薗

級

　

顔

　

竣

－

　

ノ

人

T

・

I

 

J

h

V

　

1

　

－

　

　

－

j富）オソネタ曜ト、キ　P，rlonius s七Yi久tUユus

▼　ジ’ヨーゥヵ！「ボソ芽斗

Jl）六ウカイ末ノの一座

ユメッキムシ苺は厳冬るすふ

ほとんど軸叛、きかがプ王。

2頭　　に・N

V帆富・1　一柵トム吼

1或　　r・N

V批雷　　神席ノ、ム項

べ二汁1ウル∴科

棚ム孝でカ約八二面′　鮎叫Cリ£　ol一五か
Vlll．盲

む）グソヒれこ元しゲル　梅…年可硯中山
V、川．可

叫　スざア乃ベニ庸ル　CnJerはPictus

骨）二川㍗′刷て1日レ　L高机もは　ね・れ血Mis

l薗　　　rN

神原ヘム項

ゑ
攻
頚

．

′

　

　

．

．

H

U

　

ー

l

r一山

rN g・？ム碑

！簸　Kイ　V叶官虐岬へ山風

i鞄　rN v榊官‘

ネ一輝〈ム及・

ケ　ン　キ　ス　イ　ム／斜．

42）キ／コヒラ中西ズイPh7SO…i久門1桝転　　噛
軸上官．　神原～ム碑

ゆ　ナ三毛云ヶ‾シキスイ　Cヮ声Yc抽戎当山　　2簸
V剛．訂　　粛膿

初　ヒ盈湘ンケアキスイ　Li掠〃dげ　久招柚eT付　　　　目象

い】l，罫　神庶

秦）ヨ・7紳けキスイ　Li♭でふ理の細　　身目
早臥す　　刻陳

血のJrンキスイ軌ユ・クヌギⅥ虐碑．和柑ど1：針れ勘

～J14ト叫．・・・・、・

K・付

と・N

灯刃



ゴミ‘ム　シ〆マ　シ科

硯ナ酷ガム函’マンCeY叩r隼Ind〝松　　　組・

刷・年　…′に・Y「柵斤、

初）三、日圭ムノダ木／千両事仰h里伊有声川　　　蛸

‾V川．巧．kイ．　融叫

壷r牢廟でワリ鈷里中霊．．の，軒N　霊相、
ハムンーダフ　ン科

射）ヒ√フ与つ’、ミムンク々／

rぅ0・）ハムン壇、J L癌久

本ビ、卑小ワムシ科

・川　フグれ‘イ（．叫ワムシ

恒当5，5加再は臨3…1　動－
V川・g LNkイ　押斤、

当用“鉦　　　　　　戌
、川．、（ト　lく1N　　　血税

転読雨戸晶㌣叶　k・N　悌
∨肛富　に・N　句蹄′－J載

ナガクヰ∴モムシ租

1川アヤもソヒメサカツヰキ・1岨0正Y中vs oY痢l虞‘1iS　上級

V川・β‘rN　　や虎・高項

33）ヒ示メ、／押グ材、舛キ与臣加沌・・脚山仰いでkS　碩
V用、71lく・N　　よ分へ榊骨

・カ　ミ　キ・リ　ムン崩

殉コハ‘わ三年リ　‰車中日面炉
Vれ了　だ．吋．．．Kイ

持）で　PC‾メ／りカミキリ　P晶帥接　C励高・iSl

ヱ魂．

神泉

l顔

v椚．り・ド▼叶．t摘卜封暦

再「銅ハ…ミキツつむり桐山‘肌軸lrl絢・　　　瑚・
l仰．官　に．・N　　凋ト勘呵

占分．甲、ソスシ再‘リ。句山一4叫鮎つiS lヱチ

V軒夢　…　　岬・

こj車．f立牢が日脚ム頂～五和南化で腺餌た細て嶺3が
鼻食谷才ちあきり．珍い一々㌘酸は塞　お萩密接．



二年　のガ　キ　ムデの呼ではクや本ソ　ペ球速と‘禰増血ル例ではあ農・醸針‾－d崎－1

確教てYあ3ゥ

弼・ヤツ京シ八十′　′キノトも声U甑・玖Yr高級　′

V貼り．　灯り　ム吟㌔為す珂

占めてタスジ‾ハナ机耳　A随払‾．p収・′Vi（81接

＞川・1イ7　．1く－Y　入線へ．拍朝

雨・）ク叩少菊判川野一仇も　症画rIr
V・伸二　y lく．Y　辟舟・′．．

ほ乳

）辣

l了け如イlコ．け恒キリ・r－ウ拍呵hUs　‾C鵜中一．－hiS’峨
V川t　’K．N　　　　五、序　－

を3）．クスベ効甘ノー　サー・でJk£　巌卵紘tiC・元∴

ノ′・　　　　　　　　Y．用ノ「．Kl年．．射明

朝．革グ鉦坤P月払中触．撃や

J竣

二・J・こ

・、V粧？‾呵k・Y d換′、卦グ耳

も9毎壇鱒頼里、メe中轡撃卒祐醜．∵攣
＞川、†．‾榊　　　′・．・押膚．～止頂

締）針がゴマ1万ミ利・

Me・50は　事のme…滝
も川I∴、灯、り∴に．・Y　　臥公～痢輝

ヴ域

‾　湖り・宮　医刺　やY・∴納車～ふ璃

ゆナヒ高歯高言川中血ce1－S U的恒再転
′．．、州l‾・一計、ド・N‘．‾　　　胡麻VJ、硯．

車のク′叩ビカミキリ‘MesDSeユユ久S・テ脚iol玖

一V川　夢　だ・N　　　柵原～・乙は乾

的）ヤツメカミ雪リ・EUtetγ中仇‾0（諭七久
4　　　　　　V州、り、、ぱN　　却舟、

本「．｛リ〃かJソゴカ潮Nupse血鵬廿．融久

．
1
・
＼
・
・
八
．
　
　
カ
．
1
．
．
・

・

・

・

／

　

　

d

T

‥

　

．

、

．

け

′

7線

y討∴虞∴ぎーN∴　∴　郎呼～融町

ムシ・斜

ル四ビがハムソ　L帥A l中骨貢鮎

Vい、9、にN A、射

や蛸14シ（中＄0両ユ仇　V炉t小机
∨目上－11∴N　　　　ム

～級

日独．‘

】彿
／

ノ

．′　蘭

r轍
久　～薮



管3）頭ヒ純真ル抽卑γ両車齢守路姉
V川・・！可　甘・付

鴫　て与ノ叫γ

？首）ウリハムシ

7りうソ／＼ムソ毛ゞ、キ

こワ可　ム十ゲロツヤJ仏ソ

恥中元　也感け拓
V時、．．・匂．1く・N

1線

成
ぶ轍

云穐r

柚（霊㍑㌣砧㌦詔
A寸で久Ghy玖・抑eハぐhJesi　　　　3頭

欄　キバ　じメハムソ

叩ヒゲ1十ガ、ゾウ

グロオビ吋す1けラムソ

V用にq　好・N J、攻

云Y欄も函　内幸．・ゾ　　　　　噸
V甘∴生Jく・N　　　　　　　　小崎

持拇抽久　・恒両VeMtYり　　噛
＞り「．雪　と・N　　　　　　　　掃負

去＼シ利

伸まqCt珠∵I的五HJ＋＋・・磯子
．＞用パ「打・－ヾ　　　　　　和好ヘム限

卵）工加と身今村寸ムシDiY¢ら毎ザニんs t拍CISUS　　　膚

＞川．こ・告　hN

親日ガナカサ如欄巨　の　二汀牲拍車卦－

VJIl、訂　私付

細　ヒがナ．吋如一癖　r8）

∨州∴寄．．r刃

に榊オソ．うら、／納れさわtt

一神原へ7山乳

J頗

碑｛連、吼
工頭

府庁へ・・ふ頓

船和才真如‘すう耳軋
ゾ、ラムン租

均ハ‾ス汁ソオゾムンLiy鵬　雨中ノも豆・鐙わのぺ　　　　膿

鞠かソ柑払シ．・

拍昔々．声材ソ、丹ムソ

紬シ叫ソ仁メゾやムy

Vl舶・甘．lN　　　　　　　腑′、劇．

LHu　日脚P・Yや与SiYeM・レis　　域‾

∨〃i，・窟　K・N　　　　　　　胡嘱、・

鵬fh互い亘γ車・小豆　神川S．峨

8両昔景品．∵畔溜
V帆・j∴凍．N．FY　　　・d、諌′、應ず璃



川上計　宮・．首確
ある　す∴　？．．東・

瑠虐一喝患者す

毛　も　3　転　地の

．
の

碑
・ソ．キ

請
醸

3
磯

′
壌
H
の
ガ
も

確
ぎ
ー
か
・
し

電
舟
皐
ず

呟
ソ
∴
臥
比

腎
ム
が
「
毛

す
．
僧
　
〃

一

3

　

の

予

正確

グ
藤
．
衝
を

￥
号
二
時
　
は

二

　

九

の

で

象

　

っ

　

て

公
に
禽

たの　で

正
た

7

　

ゥ

t
I
　
あ

択一
し

↑
もグ

ない。

娃べ、方の碩序ノ閏乾は原色針鼠イズー到鑑立に
音か不正礫を麿は1凰把島尾栗岡掛会す上竹オ寸考
にも・瑚目　し　た。

鋤あて布クた所だ1ゥ釆ので∠．、う瑠

す分く　省　がう

せ
た
ク
フ
ォ
ふ
可
は
（
＝
あ

篠

目

あ

タ

組

ズ

丸

で

コ
・
て
で
と
¢
－
持
、
株

う

　

ウ

　

上

、

b

　

閏

コ

者

放

ろ

酎

時

赦

た

　

の

覇

畢放球頸牒ビ

人
が
、
つ
つ
山
乎
ヰ
ち
V
の

を

碑

こ

ダウ　た　がよ1㌦享　子の

での　上昇久嵐席塵去
れ　ば‾ォ’リ　は－わグ“罵′ケ

です　ハム　ソ宅で

r．、

’
た

　

入

り

　

ぺ

、

よ
∵
夫

の
．
た

ー

　

ヱ

J

よ
・
恥

、
b
　
雷

－
．
∴
　
ゾ
L

L
嘩

ま
鼻
、
叔

の

　

苫

り

｛

こ

　

の

丁
・
∴
一
・

ん
の

r
塘

1

1

′

オ
′

ぱ・
不
少

重
り殉七

T

才’と

グノー

が－す

でも句碑／－ふ頂ノム頂ハ一五か所の　2ゥ
文の碑醸，、成風異に牙をリ　賓な　し㌦

頭

子

弟

を

　

ウ

　

た

当日　日雇藻
し　す　レ　事は　さ　7

ウ
　
し
顔
ふ
グ
あ

て ー∂（0ト二宮T L・、嶺者　は唄う　い

了　ハ十　カ　ミ　キノーリの舌

者の方才一一線呵鋤け守
でそ　た。

l）てモ畠軋后薇の象

ぐ昔粥．ご臣I：け析鯨、；プヒ1こ甘久イ土山吉・・て－

い銅　抑芝軋手だけで且骨太に登ウた

くわれrHC　窯「フたり

叫
埴
あ

母で：烹斥
？た　す㍉

わに軋工
へ

し
お

ち

▼

　

に

ば
付

す
辛

の
・
持

なあ、蝶′・甲虫の佃にトは軒もわIrL・目的は

γイ1トリヤ．ソ　マ′　ゴ　才ニヤ　ソマ・√つト、）の

料・りトヂ軋償一郎）

とイ（ムえ二者曾）・

亀
あ

廓
で

て

e

牽
し
た



物当
仁
へ

け
n
r
t

敦

　

－

、

譲
葉

啓
叔

永
を

竹
山盈

－
鉄
琴

し
砲
砿
麟

布
．
酌
言

十
∴
．
一
こ
　
細

い

く

　

恥

、

芋

　

の

鬼
∵
ぅ
寸
「
邑

l
こ
見
．
十
貰

がるて

乙
血
丁

態
の

形
相

の
葦

毛

′

1

脅
野
生
　
つ

っ
J錬忽牽挽物‘く羊歯舷
ハ
い

且ノ
鞠系

∴
卑
ゐ

・
咋
寸
ノ

こ

　

一

㌧

土

　

こ

で、．付
‾ゝ　　‾‾T

、　　　　ヽ＿

、
＼

す
ねペ撼

仰．r、亨、

K止れZe）fres

池付姓に

㈲ダシ

nA
U

re

j　了温和考
ノ
＼
．
腐
　
ト
ト

ば　卓

立、尊
墓坤

に
ユ
過
ら

ず
一
い
‥
r

バ
林
患
こ
野

車
シ
森
娘
や

r

　

り

ノ

五
郎
∴
：
姓
柄

′　ゾ∴、ユー

tichu机

薗北．千言

㍉
γ

、
／乞ウ

す
い、／

P扇

日本食圭樺太
千種鋤でl諷

避ば
で・．賓

地もて

㌣
魚

水
．
枚

I
A
 
J
人

－

－

1

　

　

ヽ

l

J

J

丸

君

　

っ
ン、！ワ（ス　う′　ダ率い

甑廿餌CCia．0rientdlis川00k．）肯ev．

畔や軋ヒマラヤ考に克く会

穫
叢
覇

の

　

l

こ

鼠

線

の

御

∴

尊

1

枚

は

＝

ね

糸

山

∵

抱

．

る

l
↓

d

こ

、

L

J

あ

じ

p

攻

そ

、

野

っ

も

確

乎

緒

㍗

ら

ふ

欄

せ

「

子

単
・
公
よ
状

囁
塊
牒

ち
泉
の
が

却
で、は呼である。＿　東泉はこ

酌
頗

珂
鱒

は
な

ぴ
・
パ
U

T
は

に
†
嘩
身

錮
乳
質
顔
∴
憫

、
え

、
首

V
L

ヽ
．
V

a

　

、

餌
鬼

q
H
V

「
川
上

．
は
嘗
右

で

樋

友

　

d

東

．

の

ゐ

d
碑
集
l
＝
及

冬季将落葉し、裂
け衷鳩色．の大き
へゴ（オーち－ダ稗）

隼opte

か

　

ワ rb c朝1面止

lて簸

秋
友
壌

「
．
・
・
パ
・
＼

幸
二
ト
十

那
つ
1
卑
が

風
聞
〓
坤
が

け

　

二

一

と

　

ズ

手
　
l
L
楕
イ

上
県
る
l
こ
イ

会
窺
∴
∵
甲
ラ

本

見

て

塞

グ

ロ
嵐
㌻
し
蜘
l
ツ、4－

本サ上射尋，丸、封「彿一

で、東は巧形七簑生
・・昔・㌧

靖

　

ノ

＼ ）
利シ水

、

巧
ノ

、
ワ

紬＼ゝ　藍色の麟

地イオ血でI．はよ

イ　ワ　カ　モ　デ、カ

、鷲r精霊i笠t誓；Sとい（曾・ご
碩
軋
思

え
、
一
八
・
㍉

け
軋
勒

付

く

萌

て
ー
い
『
一
㍉

手

　

っ

商に事は

生え　包

東は再、ユ

と昼が、水上lこ生脅す

（ヒカ　でノ　カ果ラ痢）

ニ晋普隻Va昔轟豊！、簑
紅．刊欄糾せシダとっ　ては
え　変って、ゝ為．．全体的1こ

・
‥
、
ゼ

て
　
考
、

l
∴
付

てl

′

し

女
人

1
．

1
こ面宴の凍て

が
7
∴
荒
∵
バ

色
艶
・
．
シ

薗

去

る

で

の
尊
い
・
ワ

色

　

の

　

て

　

ト

増

山

り

　

押

k
玖
央
－
ソ

ハ’
川
井
卓
｝
の

0

0
P
シ

年
で
＼ゝ線色
碑、口白子

・
り
凍
み

ト

　

つ

れ

白
菜
確
言
ツ
ト
∵
九

伺確の

長く、か
ヰ亙1醇　丁、

（キ）．

rj



才

，
．
し竣

畑

会
J

l

＝

ノ

1

牛
山
巾

ん

　

ヤ

3
4

㌶
日
周
附
恒
航
盈

血
ダ

ニ

　

〓

／

ー
、

てhゐ．日．本全土の森林車に盈－。
シダ財）

デ譜離昔辟簑竃総画上衝かト，1卵
私ら机わ透で・占叫ゐよ　う　に4）ヂつ〃完Jれ）や

ヂ毛トキ（細～細物パリ　モノト形で、膿のノ梯渡しも喜
乏／C机で・あ　った。外形は一　軋イ　j　ヂlこ似て　いるガ

のイ寸空力及甘、東の形が少つ∵貿奄た㍉＋東和いす～盤

茶色の靡い「互埼つ。
糎に　濱　ワ　マ　ワ

シ

　

〉

），
碑

シヰ
ハ

（ビノ
フ

ヽ
一
ノ画ン

′
7

シシ
′
．
．
ヽ

＞
′
7

－
ン

タン・
ズ

′
一
．
．
．
ヽ

．
ツ

一
丁

ソナヤ

U
ノア・ィ．マイ

ヽ
ノ画ダシン且】

て
リ
一、

、
付
等
喫
村
墟

l
了
鑑
ン
′
ヒ
戚
「
畠

轡
ラ
去
l
、
凪

窓
の
待
鹿

、・ヾ

）
　
　
1
．
－

番
コ

か
ノ 六ビノ

イ
ノ

ワマ
〃
ノ

ビ′
／ワ

十
ノカ

乙
、
宜
「
1
及

°息集破風程欄ハ
U

3

津
ら
「
（

ン
七
ノ
七
ノ

ビ

　

u

り

‡
受

干
軋

ら息＼1て・・

て＿が痢定

（え）

、
／
た
、
つ
づ
ノ

七
「
丸
よ
そ

ネ

ら

し

埠

一
プ
リ
て

て

ク

ビ

の

る

ら

各

シ
チ
畢
あ
か
醇

勘
震
凋
如
…
酬

牛8．8つ
シオ

′
．
しダシこ．－

（
丁

他
偵
ふ
？
咤
L
二
瑞
H
ヒ

丸
秘
サ

せ
単
二
ひ
れ
し
る

親
衛
希
色
当

に
も
鬼
瀬
が

デ斉オ）

㈹上　し聞forc吊（日00k．） 甑

っ

は

　

生

く

精
義
画

シ

沙

シ

柏

つ

句

、
考
査
リ
老
朽
上

u

力

）

干

物

は

珂

亨
剤
オ
粗
大
五

ヽ
t
．
ノ仁し一

丁

4
つ閂V

L

Dictyo読旭有言摘出順く・et Tk餉1S）‖00re

軋布＼ヽ絹l弓の壌脈を

有形　とl　ていゐ
の．ヒ

薗患

又

が
ト
h
砲

と
　
］
苛
カ

も
鋭
利
j

入

　

い

す

く
　
心
に
．
乃

半裁の憩．

埠に
lゴ登
“
ス

ら

ノ

う

手

嵐

山

っ

　

白

　

日

が

く

細

サ
ト
　
l
甘
－
阜
｝

柑
∴
∵
∴
㌧

て
n
破

卑
暮
る
が
付

n
現
ば
か
、
本

出
て
薇
襲
え
ロ

ゐ
奄

、又互の泉南

鳴り罰「乞田

単羽水で、、色は
さかま　し　た應

の 森林ヤ柵当
っかあ、イ針ま今犠鼠と烏帽子でl・軋「
薗（旧患）や膿、後考は東側にあ毎．

ラ（ヒ1ワゲつ　刀ス㌣テ畢D

LγCOPO柚帆CIの軸調L誹‥中P鈍ic－d
Cは机．Nakdr

率へ攻守に輯

て、絹が曳東が寮母りる

く　分布
、末華J－

する、ミスIlスギlニー蜃
血
叫 て＝ズ巨一柳古巣げ



く37

（ヰ）

腹巻が伏臥し　て11て峯よリ細く樋か＼ゝ・免が沢山弘亙

カう．クすイ　ヌワ　ラビ（オ　シダ、碑〕

日永全薗数禁鵜帆風C昔雷雛料　が．泉掴射こ
妙l）て締南下乾が艶嵐山轟のたヤ頭目＼－弱いとさ→来て：い
ね．叉こ叔増す画寒の今り雪「t如らかて＝て工．多

くの甥合あまり湿‘地は解まず木約号の衝地lこ生ずる。

オオ　バ、ノ　イ　ノ　亡ト　ソウ（ワラ　ヒ・碑フ

蛮e両　cre士ica L．

黄ばんだ線色をした畔線や
在り　訳山の集を生す、駁、芙
＝J

b
こ

カ　ラ

ユ人間

の　　ラ　シ

の

　

に

　

九

「

贅
東
側
l
ヲ

は
と
↓
や
シ

子
ダ
．
の
が

楓
ば
・
は
東
北
囁
る
ラ

d
音
烏
山
山
で
師
け
ハ

茎
や
麟
別
産
土
し
げ
「
り

枚

や

の

区

特

を

見

ク一
も

．
く

に
ら
確
を
洛
葡

へ
宥
当

リ

堵

Ⅶ

カシラ

二日目ト．、・

な　り盛

付緑色

に
1
本
・
）

吠
痩
会
和

泉

k

 

l

こ

　

ラ

に
珂
固
㌣

⊥
L

O
P
n
ご

色で、線形
ダ
把
等

ラ
L
ノ
露

す
か
繁

は
適
軋

と
ナ
ニ
ワ
泉

根
本
Y
画

H
．
＼
∵
・
圭
．

纂
細
の
．
解
．

根
悍
庵
夏

比
を
「
茎

bゐ

　

k

　

の

見

あ

葉

こ

リ

ち

子

規

　

よ

l

〓

h

デ

は

く

地

て

シ

貰

つ

施

し

O
n
か
儀
ら
増
野
曹

P
P
石
目
か
　
の
る
く

れ
〓
－
織
る
形
致
客

用

て

は

ぁ

坤

盗

し

針

し

泉

や

増

刊

少

ン（ウラボ、ラ不日

NCOClle廿8
／
ヽ太

牒
オ
雅

量
吏

巌
は

徹に長
P

ノ
＼

川

に

と

く

‘）

C
。
欄
も
息
旦

川
遽

ze‖恨接射

って＼一一る、患甘

て、－る、東柄基軸
似たオ叶　シす、、ピ

て　の　ラーダ

k
石
碑

け
た

が
い

乳
乾

で
、
や

士erB enSat∂（1五はれb
つ痘

帆乳に日立　も‘くク

の名が満ち．＿鳴地主

の方にも．軋ら　れ．士

ン

＝

刃

　

の

り
他
等．

肌
こ

クリ　八ラ　ンIJ

しろ印で・
他に宣！こ

大　貴iヾ　ノ　八　千

コ）ヾ　ノ　イ　シ　カ

太　ソJヾカ　ナ

マlLJで　ベニ

ワ

う
げ
ニ
ラ

乳
．
よ
い
シ

マ
ビ

〝
J
ラ

ラダ

シ
で
承
れ
る
、
タ

の

礪

山

ら

み

シ

寛

の

谷

け

て

ウ

て
、
リ
ダ
嶺
・
閻
∵
b
了
と

石譲id
の東Iこ似て
で、あ　ら。こ

る

鳥

　

0

ヒ　bJ＼ク

や烏帽子

ぺ
ニ
／
　
シ
タ

r
L

ヽ
ノ

放

り

氷

り

魯

ダ
ゼ
ノ

ぜ
ノ
　
シ
．
シ

＝
・
T
か

ニ

k

ノ

ラ

本
由
喝
ノ
ベ

ロ
旧
牛
食

は
恵
は

で
、
ら
ノ
羽
ダ
兄
L

ヽ

ノ

　

　

　

ヽ

ノ

、
葉
が
永
ン
や

瑠
野
草
亀
ラ
放

心

の

ろ

は

八

ヤ

ビ
一
つ
ノワ叉イー

ー

妹

こ

耳

イ

の



ノ
バ
つ
．

マ

ワ

ン

　

ダ

ソ

ゼ

シ

ビラ
デ

‥
．
．
ト

又

布
、
矛

キ

が
が
サ

ツ

　

ワ

4

イ

十　か

未、ソ　八1イ

オオノく　ワヒ

イ　ワヒトデ

の一株展lJ

く　判∵フ幸．人は

惹く塵なつこ

て　日石。

リ　現在†00不室

亀
有
え
万

か
し
フ
嘩
ヒ

斗0増穂簸後輩

た

か

を

屈

み
．
北
棟
薗
車てl）ゐし　こ　のサkld

て
l
ゴ
気
凄
丁
わ

け
卒
亀
の
書

タ
一
7

、

イ

4

ラト

ダニ
／号

、
ダ

つ

　

シ

ー
　
カ
．

・
マ
ザ

ヤ
ツ

ト
、
マ

ダ
タ
．

ラ

ニ

／

　

マ

マ

マ

グ

計
勧
題

食
物

て
生

1

ふ

呵

な物を上
ロ

鰐

・

一

㌧

一

東は本土壌市場に≧‖ノ敵＼ゝ
ご、あり、華Ik南の奄芙大鳥，甚久
生地、乙し　て知ら由て＼）ら，芝

．
1
の
滞
る
兄
埠
白

か
薗
世
n
渡
薗
の

し

羊

は

て

〓

最

薗

‖　現在2叩曙が変乱叫してl沌孝醇の

薄日師承　希った土蜜で
すを鳩めカニヤブ㌧ノラ＼ソ

ヂゾシダ等と見受けも仁、

と大也の璃坤kは
ル　川へl

け1才き

？

倫

　

二

／

　

マ

み

チ

ヤ

．1

窟
シ
ジ
て
、
モ
．
ミ
　
む

に
ナ
ゲ
丸
芦
手
つ
棟

菌
＼
ミ
ダ
人
マ
ノ
ち
と

羊

も

シ

を

グ

つ

た

薗

う
羊
て

・
－
、
∴
J
　
「

象（轡地甘塩〕

主
　
　
の
・
t
本
I
A
プ
l
ま
．
ヰ
1
久

た
う
確
日
生
も
ー
て
の
周

も
思
え
二
㌻
甲
亀
鹿
く
け

壕
と
＝
！
崎
が
こ
千
草
ユ
ダ
命

早
に
ラ
足
労
ダ
1
　
6
4
T
L
鼠
碑

展

傍

へ

に

シ

ラ

廿

日

か

増

這

∴

苧
路
ダ
J
ヤ
一
り
っ
嵐
「
す
自
壊
、
つ

乳
の

鹿

ん

ブ

タ

カ

ヤ

ヤ
　
ヌ
・
ズ
∵
を

・
・
．
イ
オ
等

、．．う、サー

棟
、
つ
．
あ
増
歯
の
あ
ほ
解
る
に
へ

卑
ち
ご
う
半
畳
．
櫓
喝
も
卒
六
ノ
の

デ，ホシ
l森．林

ブ
　
ヲ
．
腎
∵
ほ
れ
∵
も
知
．
匙

」

プ

抄

人

け

．

と

の

ヒ

）
ケ

畔
か
惑
い
の
・
特
を
子
で
で
J
こ
て
シ
上

達
母
・
璃
う
上
本
、
方
確
守
鹿
l
の
∵
リ
ラ
ぅ

与
ケ
た
せ
親
日
粗
乳
の
壇
、
＼
本
木
ろ

シ
ヂ
ほ
ふ

う

　

八

‥

目

　

釘

水
生
ノ
万
リ

マ
シ
が
．
護

持

　

こ

∴

＝

一

つ

わ
．
く
て
り

丁
に
　
ト
‥
㍉
ゥ
　
ト
．

り
．
少
つ

て

　

L

　

に

ら　し「に

上巳牛／．2．3．）

し
－
サ
歯
、
モ



濾楓庖丁狛廿日に喝八

五．立教

「㌣「ト〕トJ Lは掠れ

ハ

u

 

T

 

Y

や

英

巨

㌧

臼

し
ん
ろ
L
官
勺
の
．
I
は

、

′

／
ふ
∵
か
あ
と
九
重
二
門

祐
準
l
k
、
判
？
み
乳
亀
丈

」

　

の

．

り

由

は

軋

漬

し

：

り

に

つ

つ

に

㍑

鵠

㍑

鵠

最

h

」

も

∴

け

一

て
．

誓

弘

氷

っ

て

乾

「

1

う

受

な

ミ

・

J

L

つ

・

、

＼

赦

恥

は

他

ブ

療

∵

き

も

ー

ー

j

h

t

絶

域

酢

＼

ヽ
、

・
訝
㌧
d

Ⅹ
丁
た
だ
惣
イ
佃
へ
勧

・q ‖
」 1ユ

塩島1

り
．
′
＼

」
4

J
／

，
受
J

日毎招拍（

離短調

、
ヽ
ヽ

璃

汁
昭
に
前
言
二
∵
ん
恥
∴
∵
切
り
　
「

n
r

′
．
一
＼

中
盤
′
功
諸
仏
・
誹
T
で
よ
ト

V

L

　

、

u
 
L
J

謂
炉

ん
明
り
つ

．ハr刊

産

1

澄夫丁ヨ’お目」

人里プ上月は

坪数丁ラン写レ

心型7つン仕J

歓本プうノけ」

徹玖「当月トソ

に

3

1

〃

～

ん

／

へ

1

†
・
4
．
つ
∴
識
∵
さ
二
苗

・
J
浅
、
∵
竿
、
小
．
・
用

て

仁

は

左

明

り

あ

料

も

鴫

う

ち

な

り

5

穐

＼

　

　

．

．

－
＝　丁、

′）鉦U

璃
れ

忽
ち

く
　
J
r
J

き

二

輪

さ

こ

ち

判
も

！鋸，接丹

∵
、

励

　

み

つ

′
可
，

一
っL

γ
惟
′
っ

∨

－

ヽ

、
ヽ

雪れ

V
r
＼

受
一

可
っ

J
H
J

爪挽、
／

托融ん
L
T
一

に＼

題
川
用
「

午∴㍑一日㌦

鯨√つ、晶1し～1

誉一二・∵ふ阜

梅鉢脇

偏屈〆〃脇

脇小脇

ヨ
太
海

．
ふ
：
∴
㍉
壷
一

枚
r
玖

捧
た
鞄

も　し塩生

勾
軋
ち
、
軋

」

竹

「

∵

叶

　

う

均
小
山

二l・・i・リ

軋た甘）
S dにつあ

永C納地区

V
L

．1」
1
J

ご・’チ＼こ

ムゼ∴、
輯
・
「
もの

′厘

日
、
小
・
一

日

　

㌻′軋再の

・㍉圭・工′灯－

り3っに丘ヨヮ

バ凍狼男圧

和Ld、轍の抽曙叙に大き－1

之～自訴如絶凋現れ

！棚～Jh，の見離もり

机～小柳の敏郎的

与～軸ミ1うーガイ伽呈

少）朋よ吊姉頂く
11‥廿月毎、（′も名を

了官



1－1、／II「／

．＼呼こ1＼粗1－うソ1日

歯昆1JヨンJl「」

地相軋、ソ汗」

竜冊州いう・ノ汗ン

棚卸軋12う．ノ”ン

軒靭性「・月　ソ

2．ブラン′日ソり鵜、射てつt｝1こ

1－ぅ∵りト／封録、1封こ上
帯
鵠
配
車

誹
り
調
教

あ巧．1Jうつ′1ト」亨リ

抱射車の五島嗜
ろ茹、、日用和
布か恒良言！こ

つ
哀

・．読．‥

′
度
よ

払南下を・狐耳にひ　亘

もつ，佐敷の深夜
一五1．㌦）ち．

め　り

ェ
′
T

、
／

ト〃
／

、
／l

r
「

は∨
＼手だ月品

丸
に
ン
一
艶

．
り
机
言
∵
聖
私

物
、
＼
、
／
雪
放

・
予
∵
、
∵

∵
∵
・
二
　
十
∵

由
り
出h

J

）召。水郎縮れ
成新年象璃摘紘

バ
リ

／
し

－

I

J

－

1

－

1

了

．

フ

に

圧牒涌信頼
こ．・∴

、1、つ ま
、

「

ノ

た∴
㍉持

「
へi引

考もV
L
1

ナ
塩

の
ノ

政男、射ち

1．亭t・声乱
れi上目摘圧よ若齢拍裾か玩射細腕
伝式桐箱射二年放射叫＝了こ佃恒佃射融潮勧
甘軒かあ．

i）j、
宣
「

丁
、
鼠偲

キ
し
．
ノ
瑞

曳
う
に
．

買
取

、
J
ル
叫

上
1
．
析

Y
＼
育

l
ノ
て

t
る

′
席
に
．
丁
く

、
・
塁
、
」
も

、
．
／
水
城
星

ト
t
呵
人
ら

り

　

つ

3

　

っ

・
泰
　
の
、
I

は
「
1
－
．
／

希
．
仇
ノ
う

和

漕触り
⊃

て
ノ軒、

t
Tの

ノ
31軋

ゞ
k

、

　

　

＼

－

1
・
－
A
リ

人面かう軋「■物
て、この

・」乳癌
恒も芸綴るこ

はt．11）た、l短毛

く乾せ、喝酔　ってえ竜
も孔



い
へ
．

切
　
ィ
、
つ

t
泉
郷
、）た

ち
　
り
一
極
へ
〓

下
敷
は
永

朝
顔

亀

　

り

華
甲

鴇
温

ン　り互白鳥

こノ帆は氷

上豆草喝に
リよう　に1

°

卜

　

弓

∴

封

〓

な

り
．
う
後
ち

ン
綿
状
入

一
「
指
∵
吼
h

妾
．
L
L
 
J

「

　

ト

　

　

l

き
　
り
　
り
L
r
、
L
r
〃
勺

も

池

寺

岡

1

萄

遠
祖
こ
軋
夏
、
／
て

一
雀
瑚
吟
。
－
、
つ

め

　

呵

絢

7

も

正札木玖
水を　笥・首息芭一口楓項・上げて触喪13，

打ン丁を良・坤1各。

まT下上融絡針早硝丞鶴，
に
　
っ
っ

の
、
ヽ

ウ

3

　

シ

＼

り

け

　

り

L
萌

串卑牟うりi・聖も．郷・もれLも雪
中に－1他県】こ隼かやみ牒葛．）

Ⅲむしで軌

範左鳳も
高一　7、丈　kl

乱
．
一
抹

嵐・t．

に

　

鵡

∵
　
1
、

一

　

ゼ

ヤ
ー
の

り
確
．

幾

晩

　

の

⑳

◎

㊥

⑥

◎

①

十
も



〔。第。。hil前転
れ乱↑dng

C。h。。hil。ideg。鍋。ksぷ　鞘新津が

叫れCあcl吼1舶脚色仏・0・師）
Broc吊0叫ぶ　色udd鵬

ノ餌隠mS粛由D増

一
．
．
．
紺
、
‥
‥
．
、
一
・
し
．
．
．
1
一

だ
彦
彦
髭
官

、
・
八
八
」
「
．
・

柄痢触川畑軋
紬抽膵　－　⑦

・

・

－

1

1

●

t

H

H

H

J

り

t

J

I

I

－

・

・

′

－

．

ヒ
∵
「
　
十
十
・

瑚hc鵬函er几
岬∵転読訂離村

‥

・

m

d

　

＝

U

t
．
押
し
ド

‖
『
／
し

〔
1
ド

躇川田勅花川

封仙r腑壷ql血腑且…細粧望中信払血



中終鼎濱

功うすりトう
げそのゼ卑速

日奉「路草埠堵飼璃
683　房

牽

　

つ

の
札

所
き

た
、
ノ

離
J
ケ

ま
ノ

さ
声
ト

は
．
、
竹
ノ

に
′
．
＼

サ礫統合£盈科統合
サ勇でロクの岬
る　乙　とに　した。

濠の寮嘲こ0′U卯個産みつけられてい千。
てい．竃のヤらまゼ線がかっ乍智の有のやら感拍

．
石
、
、
こ
す

べ
二
も
虫

l
J
、
け
幼

て

易

　

の

・
つ
と
、
ワ

わ

あ

0

億
み
ず

′
甘
ひ
く
カ

糸

よ

す

の
ぞ
け

鳥
、
「
、
日
．

ん
た
れ

“

と

　

い

二

こ

、

つ

　

も

　

て

呂
キ
）
の

あ

て

奄

見
ハ
ソ
の

斗
㍉
主
∴
・

膚
や
ん
在

のに食＿いつこ

っ、、いが訂り　乙

る
牒

い
鶉

ん
で

ぐ
う

が宜く
ト
オい　く

き
て

ま
、
け

い
ィ
¢

ゞ
二
第

舟
、
ゼ

と

　

う

つ

　

息

を
．
く

け
の
、
㌧

そ

　

て

の

　

っ

に
す

き
・
老

ウ

き

お

る

金

ト
志
し
卜
各
か

ウ

邑

軒

数

の

4

　

2

生

　

爪

し）

敏、

汚
、
て
イ
巧

つ
赤
－

ぼ
Y

キ

の

　

／

＼

ち
が

、
い
ド

一
㌧

の

亀
倉
劫

マ
が
ゼ

り
叡
堺

て
の
令

名

こ

p

　

い
プリマ考の鹿僻が
に功、全盲がこれも

そよいほど幼畝

あり

で慮
り舌

甚

て

域

◎

の

さ

レ
く

「
苓

つ
ノ

す
は
な
　
っ

わ、ら

喝瑠
卵
ノ
＼
あ

軍
で

6再　互・ロ

シ／ヤ　ー

のがた

さ＼

ヽ

1

1

一七蠍

バ
リ

た「
′

に
音
㌢
て
庖

丁
ふ
∵
し
ん

の
や
す
く
ど

4
㌧
ゼ
ち
阜

ル
レ
も
ば
　
つ

の、、丸さノで～ぁ呑棋マ
に脅せま　L　とばサリ

J：′ミ　∴；

ヽ
ノ寸　言

さ，豹
ご

と
白
、
葛

看
官
と

ていて
『♂＝鑑っ

・
勺
軋
′
＼
辛

七
夕

じ
く
友
一
音
波
ノ

に
野
、
F
「
乙
し
み

竜

ノ

∵

と

う

う

が

牟

習
ノ

ロ㍉
・

∩
ロ
L
刊

ぐ
．
．
∵
∵

田
山
り

′

L

U

かがち、
づ

の務の

で
痺
〓
詳
軒
墟
二
ト
輝

き
n
ソ
さ
に
の
印
l
こ

て

お

す

ビ

ヤ

る

こ

1
が
う
が
L
r
い
也

と
磯
言
∴
い
ヴ
で
で

有
感
完
二
や
才
　
っ
n
－

さ

の

い

う

り

が

ふ

く

蠍

た

和

白

ち

の

患

い

十

が

ヰ

こ

悠

ぶ
ん
か
∴
∵
う
ん
幼

い
耳
し
七
十
二
二
幼

、
5
釆
ど
の
濾
く
の

ぐ
が
ぼ
．
観
　
官
こ

率
い

甘
食

、
つ
毛

よ

　

に

・だし1億ぐ㌧次の

の相法打でいィ、

イ

小

　

一

・

▼

′

　

J

t

．

－

▼

た
宙
ゼ

1
、
鋤
や

が

　

終



来よう宵闇宜しでし）る。

ら閂lL且

偉最は屯百里軸や、ほど才徽都声タし
てい脅ク　俸絆　す寄せが豪ゼ、診る。
丸さが少容く番って大食観，みて

塩
も
史

が
う

0

だ

と

う

自助密がノ†々バタ

レ
俸

㌦

　

の

や
，
冤

シ
釦

‥
幕

と
、娩・

R
u
　
説
け

が
嘘

鋼
∵
野

′
0

畠

　

？

廿

の

浄
浮
健
華

の
′
老
密
粂

舟
J
勲
　
の
洛

£
∴
∵
ゲ
な

・
白
鰯
∵
ん

鞠
′
も
て
鷺
坪

、
乙

のす‾の逓壌
亀ヽ

l卵にト

ル
ポ
∴
首

筋
が
が

モ一
つがが線

よ
．
く
湧
ん

る
・
い
、
く
　
さ

い
ど
塵
く

つ

よ

竃

ぼ

て
、
つ
　
入
用
　
ん

ような魯合し

も

す

の

一

㌦
∵
　
い
J
う

ぐ
嵐
ふ
軋
n

女
育
毛
で

の閏ドま呼豪華－っでいモクCb帝ワ蟄）

拝飢凍

′　十

±ヽゲ
レ

マ
急
く
幼
風
く

す
う

ゝ
せる

イ
ク

ド臥

本
番

ヽヽ

ユの宋音ではち　ょう　ど◎く　ら　しつて藷

リ

葎

喀

　

つ

二
し
身
さ
き

か
身
・
く
ユ

く

　

で

　

降

マ

と
、
ニ
賢
台

／
．
あ
く
．
て

享‘きくなく劫、虫が◎のよう　にま考

っぞ亘りごはつ＼って‘い．嚢。
∴
．
、
∴
い
・
巨

ホ月かつ幌は閻頒まrりヤl）セキ去

る啓がゼぎーな壷＼ヮ屯のゼー東泉攻
骨っコ．．早、ゼ葱をのがも　し小椋11

く鴬うど　㊨のまお力　にすぎ薗っを

色倦壊し老しト争溝ノラて㌣あ湾㌧

ってぎセなくなっこ．し、）滋の庭、が∴
健布〃患ので感1ビし普，

ら　再が日　∴瑠璃化，

緑俊の蜂をしてい宅と自ま銅色が

∴
声

飼事をしてし－て凌感（こ廊嶺に専っ尭時、、らし、
う直　し＼、ものl碁やいか

叔患老C、4と軋て匂有の密理が再、ザ
漉す

二三三二三I

る

、
専

望
外
けl

二

で

ぼわ甘
虫　の

＼11ニ

扮
二

ザ
手
芸
竺
廿
に

山
　
手
り
げ
っ

事つ

ら卵「らガに琴妊虫　らし

＼1蒐ク　苦れl二つしつて　の

I
Tめ

．
．

も
を

青
い

さ

　

て

一

て

か

い
＼
・
1
・
い

十

　

∴

．

、

し

巷
も
わ

ヽ

　

　

　

　

ヽ

4

り

　

＼

のタ、ウの々二1は



瑠璃成熟盛　者益一皿

拍速球の棚をLJj延蝶とは宅の

の地域も、ら

：聖lこ

仁採凧

し
、
瞥
亀
顎

打

て

潮

の

し

　

っ

　

士

　

モ

宙

も

南

朝

し

力

のたつ
重
り

け
ぜ
t
こ
す
も
∵
甘
か

の

　

の

あ

、
で
　
も
ば

音
魂
直

角
。
セ
　
ナ

で

由

甘

堪来す も　竜

疇
7

槌

　

ス

摘
∫

あ
け

豪
・
離
∵
巧
．
、
　
か
　
ば
　
の
な
い

丁
け

・
代
擬
革
封
ア
二
甘
産
〓
了
も

田
鶴
　
d
桝
　
∵
っ
彩
塙
が

蝶

も

な

（

昏

∴

と

士

分

が

リ

0

未

刊

の

　

‥

　

ム

よ
．
↓
1的

に

蛙

塙

正

如

竜

人

ヒ

之

的

軍

は

土地に土着　して　し1なし－ゼ雌

書
風

？
妃J

亀

l′ぜし、‾蝶．’のこン　と：で、譲る

鰐の建増しニついて〕調

うサキ毒見鹿児島密で敢蚤的
で
七
は
こ
監
鴇

の
べ
笥
息
盤

も

癒

執

事

嶺

あわ。

よ

十
五

名

に

ら　屯　L、が傷

の
．
け
邑

も譲れて

か　し　ど若

い音寸。

爛
れ
ふ
㌣
耳
芸

l

ニ

二

甘

の

侭

う

年

と

仲

教

l
こ
　
苫

こ

　

れ

〓

　

こ

親
密
∴
し
く
が
愚
者

体

と

痺

笹

阜

終

車

批相加戯鐸句中n酬i．5両山n壷）
力まつ63．蛸　痙妃轟や作戦町的有産

α収l卿・田中健ニ

B描胤l‘＿1傷　痕啓都饗尾山摘．

α超・丘＿膠礼鴎中簡二

‾　笥・招65W訂　各　人町　呼名　屯何度．

秒針坤鯛　上欄憫撼

41川路は4　36　瑠密命　無象怒

1ま

め

ガ
ら
．
で
一
q
　
上

J

地

　

　

易

り

　

の

　

　

く

1

。

舟

｝

C

t

　

0

て

L

琴

て

　

あ

げ

　

き

ち

し

′Uこ

ぴ〟．摩勅命胡膿乳事獅脚

硬融・l瑠捧男　顔欄舟、

91鮎51Ⅹ15　ユ♀　名人呵’極　銅画瑚甘硝粁
0戒．上ノ闇餞恵・

如・困、キ隆二・



（Hq‘ち．旺3‘強　塔棚帝鵬神教
始概戚帯下直？

C感・柵垣乳を呼・鴨瑚

匂1965　Xly　建　一勧融和摘

膿＆卿．中庭優′如

冨）lq持　礼ユ　誠．椎鵡奇跡認和親

や最終密

遡・絆鶉豆

1）1q捕　れ巧　頭　　鋸挿小餌阻
．C威．痘密としり蜘Cl、の

叫1骨の「Y＝キ　9公　　私姉、拓帝

一遜．紋紗碓賂叡

瀬上10　の

1わ　し‘い

姓
、
づ

こ
∫0

ふ

，
り
　
て

…

の

り

　

し

、
乙
を

銀
嶺

電
解

①輝度慄劇．

呼名♂一喝
tニ督 わ

何級的
「
．
こ

賓

　

の

　

プ

し

　

両

が
セ
㌣
礫

怒
け
が
が

ゆ
　
っ
増
血

的

軋

⊥

陀

　

こ

◎（中顧）血中膏が頂上

璃年つサヰが詔に改
修元で’．来世とt．一つ卑

らlZつ事・こ．毛∴う　二少し

ノ体言「の雇用監七つ釆っ

で瑚上乗≠つ裁く．と鞍
い

　

ち

．
に
　
キ
）

臣　の　ピー　と　っ屯　と

の　住商あてどあ

’
も

　

く

い
⊥
出

て

　

吾

了

　

了

丁

ハ

　

L

J
T
J
　
匡

ら
．
フ

廿
∵
よ

下
・
手

嶋
小

も
ら

い
、
吋
ノ

⑤（豪含）．取沌燭ち途中衆Iz止‾

噂し　毒・小かlら1人か

『拒つノ毒草・の冊へ

ろ　し　てい　たので瑠

二申告　所君の）癖趣

7

　

号

て　象IZ

吾

博

みこ7
．
と

「
　
h
U
、
台
と

　

「

セ
β
化

・
沸
、
ら

寸

　

か

宕
華

に
・
の

目
乾

き
ア
し
3

の
っ
う

P

う
と
ゼ
争
。

－日
．
き
⊥
笠
、
つ
も

て
翻
↓
乙
い
け



㊥l年の上欄書　も117

制。和め圃頭重
。
高盲 l　の青砥 づ

奪したがj頭沌

L
憩
・
布
　
け

寸ゴー　と山を下る。

か軒棺のすぐ上の

げ．サリ．げ寵 塞二

もl　令．了老血が

ち呼はくち　と‘二

世．勧め礫が千
古戻　っ　て費屯と

入
な
途

っ七時晴定食

よ
　
っ
が
末
席
再

担　年

こて行

！コ・、

．
て
・
ど
　
ふ
巨

人

　

く

け

食
∵
持

ハ
・
〓
」
　
て

ノ
萄
甘
上

向
兄
事
頂

甘ガ7七。Lガ屯
と
．
こ

樽君，上ノ爵鳶が出

二二　匡　ボ’骨

る
密
命

華
中
鞠

て

　

卜

　

ト

ト

「

　

∴

り

　

二

一
口

をト／

こ

　

い

k

っ
一

ど

キ
ー
案

毛

の

左職廿

のナス

石が‾指

のヒ
彩

り
を

・
J
　
の
し
刀
二
ら

上

老

了

い

つてしき一　極，．二の‾日はこの他l二

年ど萄奉白臣符に潔白：いる1日㌻傾斜

符

丁

は

甘

重

し

見

了

和

束

い

　

㍉

ぅ

暦

日

ス
「
ガ
な
芸
ご
育
毛
吏

フ
疎
合
い
符
Z
 
e
功
l
と
こ
．
〇
礪
ち
ニ
ケ
軌
等

時
を
虜

セ

　

L

七

し

の 青

ユ　容

貌自
のて∵す士

は魚貝亀
丑：づ∵こ　い

戴
離
礁
竺
鼎
読
Ⅱ
の
わ
∵
澤
′

◎　⑳の青線と肘〔削ぎ）瑞軒でと歳の下停粧、ように比とっ粧再虜。

芭日生坤蜜に隻ぎ．屯

（食葦）lニ帥万年ませよ
わか乏f「穣一ド万ヒ七

T
r

れ二◎

屯

仁

ま

膏

貴

下

の
ー
茨

も
！
木

で規崎 二

二にせ・蒲I二

幸
有
塩

すふ　心痛さん　の

って毛　ら？石。

中と倉見蜜でけ紺）
項いい印である
′
∴
罷

軋
J
て

ら

ど
も
∴
乙
は

き
て
磯
路
て

令

し

中

も

J

承食
な

、
j
上
　
ア

卜

芯

卜

‥

¶

L

髄lzと′

す確し
：：H二　も

い

ま

け

「

匿

∠

て
い
乙
に
破
折
∵
シ

フ

竹

中

小

人

∵

た

尊者っ．て凍て　ズ・バ．】）Lユ

と　し宜が日雀オー勘も・l・）すぎセ

草生　と放線

「も時は当

7
、
雲

二

日

　

0

＝

、

㌦

中

は

∵

虻

ム

内で妙

二
月
頂
も
傑
る
前
ま
う

！「月号

子　呆

エ．に

は

呆

け

二

4

缶

千

の
ぼ
五
庵
　
っ
巾

鼠
乳

了
、
乙／

し

K
単
二
と

重つ荷に食事へ

丑

鞠

亀

‾n

11

髄

4㌧

ー
つ
　
よ

心
T
ド
I

と
　
〔
同

声
ピ

｛
て

臨一
つ

カ

珪

レ
し

あっ

も巧、’東

1・も1・

て
で

所

う

皇

も　∴・十．

こ
（
）

の・
t
　
．

った

山
背
紅
　
（

時療フ
め発生

も麦　L
盛れて

（乙平野の

とる　控は
一一一　一　‾一一一‾‾Al

l巧可（亀蝉奄蘭
とノヲラ・ハモード蒜品嵐箭肯

・‥見取鞠嶺より・・・・



とl）固．っ密。二の債ノヒ竜一紗

リ
廿
と
凪
が

孫
コ
も
l
）
も

を
？
風
格
か

、
、
一
指
く
喜
成

ゾ
勅
∵
ナ
上
声

ヲ
毅
で
V
坤

り
宅
l
璃
哀
音

ル
m
世
て

音
吐
大

男

　

の

理が

揺一

　

い

．
′
ヽL

t

小

甘

　

し

モ
撃

い
ー
日

】
頸
甘

㌫
寡

〆
し
、
こ

日
和

の
和

布
「
箆

コ
五
！
拝
T
：
椰
い

ヲ
千
日
わ
ゆ
⊥
な

打

　

っ

　

て

あ

は

れ

ヤ
揺
え
で
侭
桓

∧
用
達
の
個
も

率
恥
向
い
．
か

ー

リ

一

と

し

　

ち

d

　

の

竜
増
♀
ら
あ
屯

で
杜
　
爪
∵
刀
．
て
l
　
い

人
．
、
ッ
：
了
去
可
て

5

時

モ

ス

．

う

　

1

号

′

七

草

♪

い

祝

辞
1
　
r
つ
も
し

鞠
脅
ヒ
う
t
放

生
ヒ
　
臼
．
ど
し
債

①

ア

南

　

り

　

す

も

ス
は
　
♂
塞
・
．
頭
7

ナ

車

盲

と

苗

－

か

前

今

＝

4

　

っ

人

二

百

9
　
8
着
芸
憫
費
ニ
J
廿

仁

王

　

人

　

ら

　

し

す

う

「

　

つ

　

上

　

か

　

ア

二

じ

　

薪

な

け

頑

碓

し

ん

し

二レ
J

L

た

ど

　

　

　

　

の

　

の

　

り

R

「

は

巾

　

つ

セ

　

ロ

セ

β

等

平

定

と

埼

　

「

た

　

っ

と

り

し

ろ
て采

ノ得之省

い
頂

も
者

破
㌻

下
手

富
で

が

音

と

　

っ

と

カ

環

が

刀

の

間

取

の

了

・
巾
　
に

7

着

3

ど

礫

ス
　
の
T
L
る

子
皐
竺
‖
事
、
臥

ト
向
に
が
二
ガ

了i

こ．．

∴摩。
と判例

ど
m
二
間
が

囁
－
覆
年
雷
・

碑準

職
と
．
レ
し
げ
中

巧は月のナ　ス

が互　い　に‾な

レ
L

＜ヽ
tL

瞑
仁

屯
易

誉
窟

＋
り

Llて・A毛布
．斗　が脆．・∴・－

鶉
八
東
官
尊
ら
食
感
「

世
奉
在
の
聴
七
琴
坤
や

ポ
・
禰
・
一

㊨二の鴫も叫承先生［

乱
す

＜　さ　ん鰯　フt妙

でま
た．

フ
かよ

音

レ

　

日

も

の
　
ァ
し
ラ

も
　
「
ど

い
ぼ
が

の七つあガ

ほ

合

ね

屯

で

．

5

　

し

吉

富
こ
ト
少
で

l
ほ
、
と

‖

｝

k

の
J
T

も
サ

の
一
つ

君
ム

国

　

力

も
了

小

者

ろ

く

　

と

た

が

智

よ

府

全

　

7

葛
陸
巨
領
庵
街

ア
て

∧

∴
．
L
・
了

ユ
r
音
　
の
βか．βに虚われて

否と11っ毘ものと

ら尊ができt。この日l古雅［こl

甘〕♀日等L右耳と小甘がっ寵。

林
∧
葡
′

の

骨

の

う

．
年
鞠
蜜
、
も

l
蜃
靡
ど

・

7

0

　

が

．
．
．
1
二
月

（
P
．
、
ト

セ
．
〇

っ

　

る

号は

つ・「Z

鶴
の
疎
あ

小

屯

の

ゼ

ノ

鞍

上

ら

が

　

幕

下

〓

頂

刀

争

申

す

の

言

　

く

　

つ

生

じ

盲

飴

要

し

頑

石

岡

も

句

と

て

去

年

聖
二
．
：
．

ヽ′I．　l　　　‾‾　T　一　　帖　’．　▼　rl’　）　「　．lノー

葡林と加占締．軋◎は蛙妓ガ、ニ］矢庭日。二二七l者隻し
屯と恩かけし圭



竜が水のヤク 「
こ

い
ソ

，
ソ

日
日
ノ

レマン一・

亀が来′．と、－ウ声斤は、日豊本線lて

にノついて

㌢
虞
畑

松
風
っ

鳥
や
東 ら

）を
曝

、
人
を

る
　
べ
＼

組

　

あ

∵

小

口
郎
l
の
二
3

年
十
番
あ御存じ、で‘しよ　う　す∴　r風紀鳥⊥　の埠・に

「竜サ・水 ⊥ の附渡の‘土地のこ　とです。
こ　のあたり　は・大昔の始良カ　ルデラのカ　ルヂろ

3場所で、嫁側には、急を山グ過り、光風が者与
め
亀

才、、冬で毛温暖で、塔の・花す甘く噴く告地と

たのは

払
7

′
．
ヽ

ヤク　シマ

は日　本で

こ　し　て如

鳩山、
ており
れ　て　い

色

後
5

前
す

タ
グ

の

ツ
二
内
．

は
却
ル

鹿
、
手
書
巽
リ

は
う
多
凰
し
蜃

ク

2

ソ

州

南

度

年

ヤ

！

ム

リ

丸

　

，

鳥

　

が

射
り
ル
南
沢
岬
亀
た

るヒ

は

　

の

′
ヽ

，

－

　

ヽ

ヽ

ヽ

織
ゾ

に
．
ン

‖
′
∴
／

ル

　

シ

ソ
リ

の

Y

　

レ

｝

′

　

－

′

リ、　テ

クヤの

ー
n

l
′

頚ポ老あま

詭

∵

4

用

　

し

だ

ソ、
ソ

I
で

、
ヽ
ヽ
、
ノ

一
ノ
や

り

　

‖

ノ

ン
、
耳
ソ
．
、

巻
た
覇

に
1
）
　
て

壁
を
し

マルリ　ンブさ　す．屋するの芝奄見し

のっ妹の虜でした。
ミ　C Cel85triれ仇．

轟感圏、妃呼単
九州、蹄に鹿児島
次易をと：・‘が了の圭
周辺で埼非常に珍

）レ
ヽ
、
ヽゾ㌧

7

．
1
′
一
ノ よリ

協広い．巽孝オ㌦あ

ぺ
、
‖
ノ

島
穀
を
L

u
S
都
は
腐
墟

P

品

こ

く

3

い

にじ
ノ

骨碗で年　生麿の全
ヽ

ヽ

て

〉レ

色味りた4種、ル
－

レ

　

ミ

7
ゾ

、
ソ
　
ン

グ

　

‖

′

∴

く

　

リ、J．ヽ

リ：／シ1、

は都か’方i享

（確象り）芝華る4隼賓
与を‖超額Z．、す＿。

この蝶の食額は主に
の2　4よ　り　′か　し　し　か

キ

　

7

　

3

オ

＝

ウ

ノ
れ
局
竜
恩

久
で
、
率
は
宰

は・魚肥島では
り3本です

八
日
）
れ

、
て
ば

キ
れ
′
呼

ノ

さ

　

と

ス

喝

ス

イ
刺
エ

年間もの繍この蝶に蘭
氷へかよっ　たわ「けて「す

人の有か脅＝r Lよケ

ーく13　トー

．
て
り

ラ
虔

久
へ
U
r
．

か
密
度
で

レ
ぞ
虜
旭
あ

．畠で・，、

く
杷
嘲
ゾ

壌
鹿
本
シ

マ
痛
、

ツ
◆
七
く

す
凝
議

カ　ンコ

よ　っ
ー

て

．・メ翼彼に

間，1こ－r一一→

の
山
と
＝
毛
．

慶施
．高
杏

　

と

一つ

↓
、

て

度

．

ガ

ミ

あ

に

定
常
る
ス
ゾ
で
料

青
魚
あ
　
′
シ
登
康
ノ

　

すよ

耳
　
，
／
＼

朝

ぼ
　
っ
悪

し
ゼ
∵
ク

、
て
》
ぞ

為
す
ぼ

れ
∵
芝
r

査
皐
を

瀾
空
て

の

す

分

て
∴
は
て
自

r
L

1
一



って　u Sの　です、

の・伺週間iて〆序遍、

義士は主．tとて
調査周布・はモっぱ
ま－し　千．が、 ー

ー
ー

∴鳩島中周盟
の　ではをl）巧、

暖窄、～、・－耳

わ
で
∴
乙
で

食刻に不扇「す3
泰i）だ3　う才、と

奄
を
も
頚
腰
で

当
か
夷
は

来
勧
裔
′
の
・
良
淡

が
逆
で
畳
が
は

ま
′
－

、
多
ノ
か
：
に

での

は
凍
啓
、
孝
恩
東

在る　し

し　才、L

）魂腐
つ　た

轟き

と
方
サ

し
わ
a
l
す

．
ダ
息
｝
牽

L

二

の

、

ら

づ
　
ぺ
、
た
ス
を
た
に
ヤ

ー
裏
つ
イ
㌻
っ
鋤
濾

風の
で
，
札
付

應
事
・
う

じ
れ
こ
ノ
ー
ー
す
腋
で
頭
皮
っ
∂
3

こ

き

も

水

は

る

と

キ

よ

、

上

白

下

日

通

で

皐

の

て

3

宰
竜
マ
こ
の
、
つ
で
玖
リ
ロ
卑
し
に

ぶ
ぁ
・
妄
∵
グ
ク
、
賓
で
す
産
て
王
改
訂
し

、

つ

　

，

4

鼻
Y
の

サ
甘
誉

g

仁 けが各日の財亀
です。・
告のモの　き攻l－

の均盟工に絶ち窄て　しまLy
K

　

レ

ウ

ノ

　

　

l

′

′

二

お・－ヤク　＝ノリ¢「範

の庚感　にを
生
て

が鹿

の玖濃が冬でモ普り
る
に

を食う幼者にとり了は・

聯臣蔑肇都合の‾瑠璃では
つ

を項目ま　た、子鈍は

鯛凰するのにイ更刺だっ

ほ務グ各が譲れす、ま

に

う

ま

1回を会わをが

0

や
せ
ノ

一
一
卓
だ
「
事

I ？　も ：3　生 J喘戸打 l

の 五 、22・、将 畠碕 埠 卵 の 乃 ラ ！欄 星兼 ㌃ ㌃更 の 升 。

村 モ儀 礼 て∵ぎなつ上っ た㍉◎ 五 、2∫、亀 が氷 ‘

◎ 7田 、2．、承 落 水 浴場 商 のメ　ス ノ　考　の 空 砲 ‾よ り つ
今 幻 玖　 頚 芝腐 虞 一→珂す 譲　　 i

◎ ¶汀」 I 磯 蔚 留 と伺 Cこ甥 所 よ リ ラ令 鋤 濱 教 頭 芝・

線 度 ．。　　　　　　　　　　　　　 」

竜 が久 卵 1 個 とカ ラ 多数 、諒 首 肯 丁 す す 華
iく 、 2・、3 今 が多 い ・． （ イ乙∠一望＿）‾

◎ 1又‾、官、乾 ダフK J ヘ ヱ 針和 気 目 頭 ． ヰずつ上線 「首

！個 、 さ ずつ．た割 に は・監 風 で｛ 阜二．）．ノ

◎ lX 、ば、’孟浄コールプ イ ス ノ年の 珂 昇 は あ 針こ　は あ 3 針 目

′し上え鼠 ．鋤 雲 、卵 声　に 範 軋 臥′良 友 1、0

卓 え鳳 戚 潔 の潔 も　私 られ 友一目　 し・イ ス・ノ キ　そ

十重 が 水 を く 、新 生∴＿n＿姐 且＿凝 萌し叡 泉 を」⊥土山＿

ーぺ咋）一



率

し

共

く

‥

ソ

し

一
少
索
多
錫
ノ
孝
る
芝

や
、
劫
ふ
サ
「
∵
帝
言
∵
禁′∵
ヰ

や
グ
・
教
濱
グ
て
彩

＼
た
ふ
叩
r
「
非
、
こ
．
フ
萱

頭

目

　

む

ん

モ

プ

食

き

ん
‥
血
生
∵
っ
放
ン
芝
大

草
訳
　
っ
　
時
の
ト
碧
．
は

鋤
を
ダ
リ
務
オ
て
1
、

や

豆

を

Y

こ

鋤

け

　

〓

甘

藍

外

し

ロ

リ

グ

に

虹

，
の
せ
釈
伊
み
メ
斉
〃

個
二
風
月
て
ヒ
窮
々
・

、
イ
”
＝
当
・
▼
脅
新

鮮
は
言
付
　
は
　
n

た
党
、
、
、
放
た

づ
痛
言
！
の
し

だ
、
．
ン
　
生
す

㍉
／

…

．

1

J

1

－

－

－

－

Ⅰ

二
1
．
ウ

7
㌢

坤ワ
王　だ

オ

　

凸

1

　

　

、

－

プ

L

に

衣

が

しト

で

五二L．J⊥五号　のど書「わ

竜がフK

宅が勇く「丁首嘉育三恵や姦通頂
メ　スの滅賞はこの外

う

た

ト

勿

久

て

よ

＝

オ

鞄

を

が

在宍
＼

ヽ
ノ

ウ
討

てつ

の

　

　

〟

螢
・
秋

蝉
・
栗

一
審
－
d
リ
ノ

た

も

　

3

の

・

ク

日
一
て
る
子
、
エ

＼

⊥　て

し

あ

く

3

こ

　

て

少

〓

産
ま
館
は
二
て

要

吉

討

つ

う

西軍
の
り
∫
】
rl
九
一
哀

子
・
斤
h
H
＼

て
止

は
に

紅
工

儀
介

の
／
プ

P

I

 

J

＼

バ
m
吋
・
・
・
・
／

、．に

文．．リ

二
上

目
リ
ノ
一
し

町
と

融
・′1

痺

ミ、みそ　＿ら　く　ヤク

廊婁　しよう！⊥　一軍、‘占
ヰ一一・一・一一・一一・一＿－・・・・・・・・・・・・－

二月濫3頭、卵数個
さ　んが隼の

と　し　た

てこ

脾務
は、1互

を
・
と
の

バ

3

ニ

う

！
・
＼
・
、

ル
蘇
て

ツ

に

　

つ

、
♀
倉
籠

日

　

日

　

て

に

の

で

・

0

ロ

方

∵

人

く

　

に

の
麟
少
ゲ

ふ

と

に

ク
ワ

ほ
．
t

A
d
．
な

。
ェ

は財源

く

ほ

に

　

ス

寸

の

多
合
格
あ
葉
ナ

0

垣

で

り

ソ

と　んと∴卑

当　り　の直

る。　オト

リの食液の方　がほ

には岬が多く、それ1二〃

句唆「が争し㍉．・・敬正すば、ら

ク

っ

イ

　

〓

lX、げ

ワV
ハ



レく多く灘の姉別の亙層でほほと人
賓
を

野
島

の
思

ビ
不

一
、
が
、

∵
〃
、
「

言
損

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、

ノ

十
士
1
j

一
一
⑩

二．打払

に即す‾奄∴軋さ　解る〆　し

孝には．バ守‘の薔l‥

ゑカ只があ、リ、汁をまミ　し　杏

tl　召　す－ こ

つるあて

・∴・・、こ

勿
イ

はす　八°て大　き

オ
二
査

ス　ノ　キ　の朗票て

多
食
ぞ
ノ
者

は
、
う
継
の

し
の
で
盟
軋

．
ゲ
教
っ
鋤
ガ

．

固守奇さ　ん守つ書つ頼れ真言鋤里は叔
1二‾

＿．＿、＿．．＿＿＿．＿＿F＿＿～，き＿ユ三

，′・しこ

1校一二‡

1毘鼻

∴
有

′
・

．
ゥ
人

．
T
・
い
．

去．∵

学資長一二十
V、㍗「「もつ日工

紅象＿互j二ュ圭

海∴K滋は易の／i　実ノ　　で誓　阜　2、

ノ、卵りへ㌢偲線豪乳．～　二才、

今
川

（
J
、
」
ノ

湘ぼ才、リ祈った所々‘糟つ毎日来夏。
あ
、
一
度
竺

娘
ん
ベ一、1ヽ

ツ　ゥ

亥年雲香や

∵
∴

首
‥
砕

Jぐ．号　の新で
l

ヱ韻。十　ノウ
r

上之番▼ぷ㌦

′佃、免．頓、蕗帝／イニ

．蔓拓「二衰て〔1仁．r

tl∴　のは待1、の　－、′－ク

し、‘i　析滋の‘・＼ろノア

4　∴ノ　キの

斌二㌢よ．リ：叱
i li I i頚 が 友

控 の 1
！鋤 雲 ？

巨 まつ

合　は 項
i
！は 且 よ
雄 鳥 個

挽 ：ノ　r
◎ Ⅴ汀 ．百．

i

乾 すノ氷 ユ　阜　E

U 」と⊥

品弾4、‘潔由

こつ言発乳で

」′　て　イ　ス／

：√「担．解に
つ押さ　れて1

′　銅．毛布

子、‘さ　すゥ

レ

′

　

㌢

針

′

　

　

ノ

ー

ダ

ニ

「
け
＋
㍍
P

I
．
．
、
7
ノ

斉
l
の

新
か

〃
轡

と
．
ム
L

l

一

・

－

ン
〓
り

て

し）

錘、侃
い

－

揖宜

7
・
・
【にご

す
．

・
」

ネ
L
T
L

十
号寝耳J

J

嵐でき　なぜ、フ

年は　る巧、上 少
ノ

七
ト
を

リに・多　目ゥ　　才色載

が、鴫は

巾

・

、

・

・

．・雄～
靂
つ
J

た
且
「

最
・

－

、

と、、す．、、

の
ハ
マ

大
．
「

た青嵐l〉
八、

っ－　オ

て
、
ト
・
．

いヽ

牽、寸々新野

押す。鋤玄

人　に　ノ7　ス

リ継や



l

〕到

i r

j

lX ・廿 亀 オ、う1く

票 書∴有 が 永
埼 ‾

雪

「

i
1

年と
貴

書

を

す、2 、蓄電 が 水

I

t

工 。し片、

・L　－
を
！

へT LLL

画　 t a凍

卜 ＿．－＿一一・一一一．dhl4‾‾．▼P‾’’‾、　一一一・・．・・・・’‾

‾‾‾、‾‾‾．‾－．‘‘T

i

ぎょでいろ　し－ろ　し）。卵　多し一。

イスノ午の新芽が多し）。・オ1、ン　ナ

リ　す　っ　と′与を　し1・。

みぞ，ら　く　厨司　壬＝ヨ　の　モ

いて二　曙、う　が豆

ケ　L．知は
財
で

埼
ん

＼
r
ノ
た

は 濱

恵

の

∵

3

は
　
つ
人
易
ノ

や

イ

に

押

イ

雲

　

づ

今

灸

リ
ノ
升
こ
そ
は

†
疋
終

／

メ

製

　

の

ス

が

た

に座

され

鋤、
ぞ

垂

の

敦

、
3
侭

や
▼
　
日
は

姉
l
て
貿

多謝
で菌
でき
一
ふ

ーイ
ノ

し
ノ

オ
つ

劾
ノが

ハ
ノ

意
、

、

．

1

一

ぐず尾照男） グ

i今立か玖1頚を綴
らく　この卯の　71ラ

」互姓一急ムー－～一一n一一ム

⊥T

〈
の

例
で
巧

ゾ

L

　

写

し

ら

∴

あ

勇

）

　

，

の
た

卵
巣て

宍
」
．
1
L

一
桁
を
亦

呼
へ

一
この

、

十
r
L∴公／

フ1

反瑠意一．モオ‾狛）の十月∴一ア聖リと．愕
】

如才、主を目す∴敦日工扉こもに腐食

巨」主ニ・・適薬・・想二J．工．．′さ．▼
、：．rl　　．」▼」！．1＿．！

博や耳さ　人、米互

2好）、　子　弟て　こ

に薇し
7　日1

ビ、塚藍
モ　「言

の
　
項
ソ
た
功
ノ
度
∵
芽

主
務
た
が
嫁
て

た
声
へ
．
今
ェ
L
 
j

で
卵

J
弔

．・〓り
し

婆
二
子

．

．

一

▼

　

　

1

，
和
．
て

大
賞

ヰ
瑚

1の

く、．ア
ー
、

方
新

眉
ム
で
金

〆
リ

艮

き　を’．才、′フ

が‘井、者に多

硬
や
乳
は
弘

も
速
に
封
．
幼

蟹

3

的

て

、

ず
至
贋
廿
「
く

（
八
徹
わ
多

の

　

つ

出

土

　

た

　

ノ

＼
イ　ス　′ノ　キ、バ’ラ　はj宏

3が、養孝一’‘ゎまつ．坤

なり．現し

£上．1遁

た
メ
ソ

モ

の
豆

つ．・
l
Jが

．

〆
′

．さ／、．

リ
二
打
J
つ

珂
一
て
　
L
J

大使の鳴泰男と新　▼つた　押

」圭二∴▼∴エ

f
ェ
定

の は

乱ノ鳥
l

て　＝　ウ

∴、・わ

う　す、　か

才　と∴主が磯㍉Lは希
鋤：玖　オ’

グ「う　た



JL′瑠　㌣貰‘甘

夏卑　より　は

た
憂
′

日今を、

一
／
＼

．
．志たつだ

・
工
　
た

た
が

．
J
L
　
／
宜

1
象
示

麓
に

夕
「
グ

「‘

瑚雪
瑚　ら

弄う　査つつワ　すす森∵ノ　あっ　た・が．耳の

し′．」．．，′　こ　こはて　き　査ク、′つ　た，フ方・1ヨ　：∴

ヽ
l
ノ

キた。芽（イス．／

んさ′
く羊

絶3二者
謡

融や私脾常げ布　っ
事　り紳′幼虫　と　毛

の　自　序快晴　ど堵

ぅ

　

と

　

シ

≠

し

　

ん

　

イ

菅

　

了

ゴ

「

．

ノ

＼

　

ト

ト

打

も

布

或壇上も　多
、
・
一
ト
　
へ
．
・

屯野〉セ

キ　でぞ

ん十
、

ノ
した

つ

　

）°
九っ

の

豹

2

・

と

い

り

　

擢

名

　

を

ル

　

8

2

碗

ク

　

の

　

け

り

2

、

て

　

こ

二

溺

　

ミ

∵

　

∵

∵

∴

・

．

の

年

も

山

等

窃

　

？

君

閉

ざ

す
．
・
㌧
∵
・
．
‥
、

′

　

　

　

、

P

一

「

棚

　

k

∵

と

呼

　

つ

　

い

． 多
見

て

　

と

†

　

誅

が
は

た
．
仁

寺
領

ド
成

育

　

之 ．
0
．
番
1
．
で
．
に

屯

．

た

　

ん

う

っ
　
「
砺
ト
少

高

‥

∵

廿

　

日

て
　
と
色
「
山
な

ヽ

ノ

　

筒

口

r

　

蛍

・
ヾ
・
．
㍉
・

毎
宰
・
．

∩
り
日
華

に
．
汀
ヤ
・
ぞ

鑓
璽
ま
頑
茄
∵
サ
言
募

の
　
ト
ー
あ
キ
ー
尊
、
…
　
弟

牽
迄
還
す
∴
は
け
∵
シ
キ

ー
鰊
圭
教
生
シ
・
7

の

　

ら

ノ

り

ノ

　

y

L

ル

　

く

ヴ
“
ハ

十
．
「
r

苦

　

甘

上

　

げ

の

　

〇

十

ヤ
と
　
っ
帝
な
　
の
．
貫
井
㍉
ガ

碍督
、
ノ．．レ

〃
リヤ

、
の嘩叡m

レ
い
1
．滞り

．
日．・二

〇

ー・へ．・、あて上
目．

ト

孫′頚に啓っ
車
、
愕
な

べ
盈
・
車

症
二
ト
ら

妄

日

常

1

ノ

　

　

つ

乙

　

，

～

　

－

・

乃

ノ

∴
・
・

い

一

ト

　

け

宜
稚
甘

、
！
．
∴
∵

小
二
・
〆
　
カ

は

あ

骨

甘

1

リ

ア

溶
膏
∴
㌣
爛
／
、
ど
ィ
．
て
存

k

 

k

　

二

が

t

ト

！

t

I

1

－

1

⊥

川再、持「不束
l

奄丁雅

．

、

．

　

t

　

．

．

．

：

　

．

　

　

‥

、

．

；

、

、

－

．

．

．

」



さて壊す煮初に珂偽になものは餐一丁7Kで繚冬‾こ守ろ

のめ、ど　いう　こ　と　で嶺　をサl、これげ可鞋ゼと軋れ小謡。

J
イ
の
で
好
石
屋
が
老
翠
が
で
掛

ぽ

す
髭
か
私
か
在
い
卑
放
き
閂
が
彿
首

は

集

専

発

し

毒

奇

は

の

軋

る

あ

に

お

れ

掃

き

で

　

0

　

0

い

れ

斗

）

彩

拝

も

次

七、に留之噂靡敵希

が

乍

き

耳

釘

虜

正

い

て

細

れ

解

く

鎖

っ

で

し

ま

と

川

し

直

上

ら

各

ら

あ

啓

在

患

者

膏

′

紆

l

、

じ

ま

ぼ

畑喪醸紳豹
があ　っ乞も
わ、

に
が
い
ざ
で
あ
こ
＿
す
僻

て

商

事

切

ん

も

か

す

　

0

の

例
の
い

屯
由
て

よ
施
歓

に

璃

　

′

って　3　日　持田　l　令

承
｛

C；声　う　ど

壌
少
軋

Lに奪って赦乱

し、仁のiニ1勃轟不

わレh盲がウてブ素

個ノ階数が少し一番は癖がど末
査いカ、ら　多い「て評ノ　幼虫

帆布＼うだろうど終いゴ4。

lニよって高子魂．の南硬のよ　う甘

点冬に硬1－韓彦食って：＝∵多βか璃

りです．久を、の豚．がIころ電ケ水

でに密各が牒母つまC’釦茅という

形でする（nう、

囁，ゑ勺由どち　らで毛

・
′
、
I

と

イ行う

て
・
つ

い

　

ち

つ
島

に
ど

争
の

う
も

が’鏑の号が身し、よう甘観がTも。

でl　秋～動産にカ、打て時化Lをものが（、つ鳴羽化う

かといり卑毛川は年の寵錬lこよって奮いで許せ
境

ヤク　ルリの瑚化．と羽化の電鉄
（ た　 た‘ し　 膏 ）呵 飼 育 ）

噺如 l恒2 年 ＿ 墜 ′乃二桝 田　　　　 月（5年 絹イ（8

l l珂 1之只 団 2 月　 i　　 3 月

1

2

ユん l 告 l 宮

訂

I i

ユ．了 ！1 ・1　 令

－・→3

ヰ

与

も・

‘ヮ

宮

守

10

2 7

34

30

30

ル

ノク

ノク

ノノ

I

告

・合；！督

‾ 「 舎

⊂ 二 一三°

1
22 1

g

25

は

．2
l9 ‾

′占

　†

ト一一1・

1 一一一一一X 私

－ ー

く　　）



I巧とユ午、 鰯 サ 新 聞 門 も3年・

萄 イ 日 田 12 自 l 環 誹 甥 二輝ヒ甘

IJ

I2

Jj

峰

は

Jら

＝

相

月

～0

2 1

2 2

2 3

2

2∫

J と

ヱり

2 官

2 勺

jo

j l

32

33

；4

7∫

鍋

γ1

38

割

ヰぴ

射

ヰ2

！1

杵

杵

杵

丹

17

〃

ほ

ぼ

ノダ一

門

門

2 1

引

2 1

J I

苓ゼ

2与～‘

プト書

つ£七番

タ与へ劇

か勇

2　へ彗

2gゼ勺

二与′、11

2∫づり

′ゞ亡勺

ヱ与ヾ 勺

21

2 9

3（）

革む

舎

l 公

阜

一　会

2

7

占

有

棺、一2∠

げ

け

ノさ′ノし．Zl

用・ゼl
吊

1
丹 i

丹

2 3

2 3

紡薄

門

搭

鴫ナナ二l

門

脇都

は．′ヾ l

li′）ご1

2 3

控増

酢司

捕ハエl

け・1

2 3

2 ち

2 3

2 年

t

・ト、

l

t

三・一l▼

l

l
I
l
l

～ 十 I

づ　 キ

ー＿－ 」

I

－「一一東食 、－とおる．

一・一1

州≠・一軸」

小一一

I．

！

i

rl

長



t
日月 12 月 周 2 月 3 月

ヰ3

4ヰ

描

血

中7

30

度1

3 0

j l

2 I

l 一　　　　 一才

九

一…・・・．

2 3

2 勺

云

ヱり

」 ＿＿＿Ⅰメ

一
日
り
　
す
ノ

鞠
の7

、
が

日

　

立

の

化

　

に

嫡
嫡

て

　

産 す
．
化

讃
∵
綱

】
・
レ
ノ

に

　

ず

外

　

在

の
・
定

二
．
碑

叱
訂
骨

で

べ

　

に の
∵
甘
．
ノ
ま

頭
で
て

〆

　

の

　

〓

ヤ
　
ァ
賛
・
に
る
て

の

フ

に

　

爪

∵

軋

4

万

ル

増

訂

が

入

】

　

プ

一

の

　

た

　

に

産乙
∂者は物う

以上、亀銀が確かである、胡頭に　づ日

朝間と苅イいヨの閣僚∴芝踵「荒し農．し　た。

璃叱8ノ滋塊が瑚叱りを裏わ　∴．えす；，

句「こ頭「化し　た　与のヰ　あ　っ－たのですが∴
し　た，

ヤ

に

　

た

お

ン

碩

し

て

、

≠

し

き

　

の

は

の

し

切

ド
J
t
に
伊

で
時
た
∴
L
　
に

の託敦を　とこ　っ　て　い　え，せん

ら　の‡乙銀を錮べる
ー
レ

〆
U

、
．
4

二

　

日

′

く

ヅ

　

ノ

ラ

し
題
「
つ

化
率
で

鋤
の
、

ガ

　

リ

　

て

嫡
癖
の

の

　

が

＝

た

ど

　

の

り

　

し

日

　

も

　

ま紳8　二郎は・象め1魂の昭喝「ニ捉牒たす
0

7

と、12月　に鰯永こ　した　モ　のが必ず3

れ

との　も、葉に璃

二

　

た

ー
レ

セ着けて噸せ見華け

し）た喝は載萄芝2の£

各
た

リ

。

約

で

3

こ　ろオ、ら、試冬瓜も革う　んの費、
3　√）です

獲
ぱ
く
名
車
怒

ら

は

鷲

良

　

∴

竿

と

あ

日

が

ツ

れ

　

＼

の

L
磯
舟
∵
手
∵
壬

辛
新
厳
し
。
）
づ
∂

す

て

の

と

ゲ

針

を

して　t l．よう　を象　カ

鉄
塵
っ
葬
玖
く

施
雀
で
新
動
を

の
む
‖
／
金
ふ
り
少

・“、－吾

V

　

の

日
夜

与

　

t

J

在

　

り

う
酪

パ

　

オ

隠密内での飼‘育

また飼育の虜・合
え3の　で浄外J

喝
クト

た
の

日

ソ

　

ノ

こ

線

・
L
為
す
均
瑚
紅
と
盤

久

、

鼻

さ

叱

モ

ま

乎

斬

・

シ

3

番

こ

し

て

呼
ふ
用
畔
り
二
は
‥
＝
が
す
畳
〓
ノ
い
雲

野外で帝の
ほ国教で
泉　云「モ　の　は　が患リ

にを∂孝　は‘、冬でモ　ノ

とl】う‾ヰ　ていす。・巽喋藩

／3

入れ　て

痛　に　均

い

勅

勘

長

解

九

大

は

ふ

て

リ

し〃

し1て

加詔
り

に

弘

羽

は

塞

も

め

を

塚

の

陣

に

し

風

患

て
〔
り

ド
叫

重
工
・
＞
腺
痢

燭
が
ぎ
く

プ

レ

　

二

3

月に

司
が
ニ
軋
リ

3

L

度＿

か

を　フ

や幼
畝㌦

U

′
4

瑚
－
ヽ

．

．

1

　

　

　

　

ク

一
日
す
ノ

ヨ
ー
ま

′

－

　

－

、
気
て
J

L
あ

少
が

し
井

、、、．・叩つ

l

レ

　

寺

レ

で



首
せ

′

　

ヽ

保も

Ll　オ、

ー
」
ノ
　
ガ
リ

か
藩

ラ

▼

　

の

バ

　

ラこ　の　よ　う

タフ

サ
ー
土
レ

れ3’モ

才′tに　し

で
すづ

7
J

冬
－
ゝ
な
け
「

如

「

コ

　

と

芝′
フバ 便　り

毛　ヤク）レり

幼名之厳酷した

豊

は

　

二

T
l
 
J

潔し　方　オー一足リ

ス　ノ　雪　の　青　畳絡む

と　は　ただilヨ叙虎薗

日
　
か
、
八

を

　

の

　

の

終ヰ幼曳き　2頭線度しただけで∵すd

単か与賊冬緑は・絹、幼弱の藤久チ／ジで布在
と　宵、りよ　す．

t、もう少しぐ上l）は2．3均に1虎魚葦れて

衆目l　ヒ　整う（Oで㌧すか∴

0番、軋、奴の戚負の個輝教、・の変潮に′フいて
三ノ四月　の及雪

に　ノフ　い　て

を鱒め、次簡
イ
オ

は卯

ほ一、着、噺芽が叡番の3・こ
こ 欄／疎数も‾増加す　3も　の

つ
ー
・
‖
・
ノ

田
∵
を

一
．
い
．
ガ
・
・

牛
モ

締
索

Aりl
l

　

カ

一

ノ
）
ハ

白の　戒．県の敦」至魚があ

発見竺軋、♀　‥と　ずし猟

す．
プ′　3年前エ　てつま着

てが、ら　手心‾のJ　ラ　屋島

丁
を

仕
㊥

発

　

′

し
（
粗

ク
へ
J

ど

の．では　るこ　＝

の言乙鉄工

7、にノ1、教、で甘あ3
璃
ノ

見
所
と

ヤ
∴
‥
か

†

l日掛
よ

は
う
　
っ
乱
発

に

グ

恩

看

て

11‥ぎま　し　た、し　か　し　こ　れ　も亀

見
頚
恵

卿産く霊
Cつ

く
し

澄y
」

一

　

し

．
で

H
l
ノ
ん

号

に

で

U

一

つ

、

し

）

丁

＝

か

よ
の
・
た

Llをく　祭　り、紋にを　ゥ

戚寅が下　り　て　来て産卵

て　い　ま　したが、①ノ　の

にt氷に玖ぺ∵3　と∴は　3

て
．
て

し
水

盤
か

し）ヨ　こ　と　がゎか

ば鋤栗、卯の．・賂

オ割合に衆を餌か．j　き．て　し－3　と港わ釘しま

リす5　だけでほほと．んと、、戚事
＼方、

LI　うln

ます。

二
、
の
れ

一
二
て
　
ら

郡
み

t

L

J

一

・

T

ワ
Jす軋発音

】

です。、鹿l已息、軍内で媛象 の名
Jれぺ

ー

す

　

二

．．　∫‘二∴　∫

乙　オつ矢来

が′いな　し1t

パスノキーが脅すぎーて礎「礼Lにくし、の二だと

ゼ紙後，昌孝
ヤク　シ　マ．ル

ご

　

日

ソ

んによ　っ＿て璃直された

シソ、ミ　の発一息と化吸し

ち　とのきク　ノ　3あげ、てみます。

番

　

と

鳥
丸
．

半
宴
へ

礪
個

久
て

～・ユ～3割にのすて考の－くでは成果は．はと大と’壌丸さ
ザ



れず如来モ非尊に少をいこと・

入
す

金
色

し

　

ヽ

一

少
憩

・
プ
　
y
）

J
t
の

て
一
七

め
二
う

た
れ

の
∵
二

足
見

しダL　これは鋼製不
調灯れば、もっと梵

ま、初見かう鼠に勿つ†て軒数、炭質喪に永よりは幕と
少な　い杏がう絶汁て藤生して　い3　ここ．

ら

は

　

3

社

ヽ瑚

ク

　

〓

内在どの平地では雪月に入って帝
・
て　り3の　℃要り7、1ま1「が、あg

クでも海岸まで息を心がせき　って　い
が水葡萄の免形により、ム地的各藩

∂・のがも　し身くま

氷

　

り

言

尊

い

垂

賠

は

た

て

は
す
じ
　
っ
　
っ

れ
生
地
日
置

二
番
手
と
が

王、

級
脅
威
甘
牟
っ
人
家
3
葺
凍

て

、

．

才

で

ノ

＼

ブ

コ

や

で

　

〓

ノ

ダ

口
破
歓
内
て
あ
ま
の
々
ス
九

1

、

の

、

甲

　

り

f

 

U

 

U

　

づ

｝

4

人

、
ゑ
岬
鳥
を
3
て
県
立
の
与

く
花
、
放
く
選
べ
に
硬
歌
の

多
、
繋
度
を
モ
諷
頻
度
し
そ

リ

に

療

そ

れ

て

は
が
錯
と
し

す．？・

結局把的といっ　た

は　オ、葱

の
に
で

あ3

登
時

て
の

で
毛
ふ
不
磨

毅の患鑑は老　つK附迫
十玖珠象したJう在人

つ
束

に
大

て
印
の

L L　才、発乳ご
万へ新っ

V

超

の

訂

正

ま

生

し
桑
〕
㌣
リ
ら
∴
P
祭

わ
は
ば
ル
衣
魚
二
の

ノ

＼

ガ
い
た

クIく　て

光

ま

ケ

リ

、
一
刀孝

・
九

廟ヽ

ク

3

　

J

L

　

火

ハ

ヤ
∴
り
　
て
♂
オ
“
A

、
て
牢
竜
人

が

L

　

ゝ

　

モ

せ ソ．
ク
　
．
ク

Ⅴ
甘
ノ

て
乏

し

　

卑

し

と
み

畢
て

、

′

　

l

レ

r
ヽ㍉

・
，
告

し
級

も
て

か

　

い

た

　

〃

れ
に

べ
、
平

ザ’ヵくと下　りて束

かして顔き、奴
の

∴

J

呼物耳がはん
こ久は脅す凍

ときわれま　すが、
与
如
∵
八
と
ふ
引
て
ま

ガ

与

で

痴

あ

率
、
九
　
五
こ
竿
き
lこ　し

の
孝
り
誉
完

S
と
壷
屋
去
、
す

れ
、
つ
は
若
者
＝

こ

3

か

き

〓

患芝　まね：が弟

奄あ、ご、く貴凍発見
マルリン　ブ主　の新食

号か「はト酌は年相月？声日野で薄さ人1∴賦ム八．解りた緻



亨
葡

悪
戯

勿LJ
今
が

終
葱

ハ
イ
懲

り
・
・
y
h

リ
、
た

ル
衷

頸化し、ヤク　シマ
し　た。

日間線がつ　り頭
ま
新

し

の

た

毛

白

軋

て

し
う
怖
登

象
‥
乙

の鹿勿、ら凍

勧〆）か与

こ　ち、相月
）
あ
〃
吾

、
二
バ
リ

と　宜

にノブ

3

ル
こ
「

き

‥

乙

で

ヤ

リ

キ
簸
た
頭
た
衣

ノ

3

、

の

　

吾

に

ノ
字
画
言
－
ミ
で
草

々

の

て

ブ

れ

た

け

魂

し

シ

二

九

埜蛸の言E餌　　その＠

ウう「巧　にブコノ　ウカ・今や＋円高つMitisie右　Linne

£／戯隆志

る

　

乙

あ

　

らげ勅

へ

　

㍉

＝

‥

“

若

二

閻

励

二

号

の

　

の

呼
糸
鋸
傭

名血
「町人

．

P《
H
び針

恕
ら

搾
神
け

鉛
ハ
・
唾

紅
め
乳

却
午
が

お
年
、
亨
　
く

の

　

の

な

ぞ

て
痺
碑
の

日
為
′
如
け

再
思
承
万

年
と
．
に
．
日
．

4
声

町
ノ
∴
託
戚
㌢
鳥

、
ハ
銀
軋

喜
郎
・
紺

1
・
．
－

燈終の

引
し

／
＼

V
L

伊人
〃

品
ヒ
ン

／
C

d
「①

専
・
感

け
顧

櫛
で

傾
．
ハ

イ
ク

、
L

産
二
第

さ
．
て

り
鋸

．
茄
留

∴
目
深

・
．
〓
一
中

耳
I
　
の

◎　日はダ∴∴釘．豪．　稚蹄市　紗‾痩

粛奄－の新鮮常備庫で’こ　こ

∴でつ諌誰（＝緻領の　〃　ロコ・／マ

由　た。

スノ　ロ　コ　　で　は一頭上

ーが〆隼プ）車僻み．の痔
藍日金がこ

こ．の‘鰯でIJ

應
岬

た
鱈
．
た

血

1

幼

さ
兎

烏山
山

L r7

の解4線にっ日で琢
ド髭が1廿由

盛億に令っ苗
∠わ　し‘∴如け

・静胎1∵fJ rL

爪

・

＜

　

1

．

去

声
嵐
町
ち
こ
闊

が
互

け

ち

　

れ

牛

の

　

ザ

・

〓

一

輝
　
L
一
名
▼
　
月

け
磁
仁
一

d

つ

J

ウ
4
番
鹿
か
帝

盲

ク

で

嘘

で

＜

す

エ

ビ

巾

の

留

に
鉢
愈
四
．
ュ
老
幼

尊
顔
二
γ
が
こ
祐
也



沖水魚邪での妹巌

も株　も糾恥如

・
l
て
も
た
屯

呼
で
る
／
貴

：
蛸
∵
U
　
の

瑞
花
解
ト
ろ
h

〔
、
爪
．
．

永
L
卑
十
に

∵
∴

、
イ
車
7
り

のち

喝

て

生

／！

キ
＼
算
仙

（

た

で

封

ェ

け

ま

塔

∴
　
予
・
∵
・
．
．

カ
キ
′
敬
う

知

友

　

の

　

い

し

　

、

セ

押

て

慈
亘
璃
　
「

〈　ださ、＼。し。
額

た
∵
か

／
＼

「

の礪・・∩一ヒ　り　対の

軋一「げ

。緒を
「て　Y

里

　

　

、

．

一

十

♪

　

1

　

＼

　

し

二
°
を
ゝ
）
軋
．
㍉

－

．

㍉

．

“

・

サ

坊

た

げ

　

っ あ
あ
嵐
放
一
局
た
い
斗
米
で

の
で
∴
∵
妻
か
∴
緯
た
V
し
の
　
の
・
ア

こ

碑

林

す

ィ

。

い

れ

あ

こ

ど

け
っ
退
く
鷲
フ
た
て
そ
∴
「
＋
∵
オ

皇

　

い

　

い

ー

写

て

で
）

・

・

・

　

ユ

「

．

ハ
壷
帆
オ

ヽ
絹
㌧

J
ヒ

1
1
螺

た

　

て 仁ヽ
1

7
・

＼
「

い

條

た

い

巻

本

吸

亘

　

っ

わ
子
持
灯
の
．
締
、
雀
が

漆
時
魚
7
∴
∵
ギ
て
一
駁
よ

⊥
．
七
　
の
　
い
、
こ
つ
り
井
0
　
つ
ば
二
は

L

．

む

　

い

た

ロ

リ
．
た
わ
　
っ
＼
．
／

ガ
ノ
　
〔
′
が
二
号
　
て

つ

ま

　

C

 

L

 

l

一

級

こ

た

オ

ぐ

が

が

探

れ

う

し

礁

て

い

＿

・

．

＼
－、

ヽ

7
、

「連が禽e
泉

ろ

　

γ

に

ヽ．

＼

　

し

、
塵
ゲ
と
．
い

「
　
：
し
敵
　
0
り
ロ
ウ
碩
顧
∵
す
、
て
為
っ
鮒
で
も

恩

年

足

の

う

√

‥

ン

　

司

の

車

し

た

集

が

　

つ

の

在

も

∵

ソ

弟

了壷

か

不

穏

立

て

す

ど

た

．

誹

を

し

そ

て

オ

F
迫
U
L
 
L
瑠
き
乳
て

巧

く

た

き

は

と

．

と

し

、
ワ
し
ぇ
∴
て
二
に
つ
ヂ
椙

が如泊（島に住

もう）に刹為　し
す

り

7

ニ

＼

の

ロ

、

L

　

つ

t

た

　

シ

け専

は／
＼

ハ
、

こ

　

√

リ

、
＼
　
寸
丁

．
凌

純
白

ぐ
碩

寸
時．

九

っ

　

て

∂

y

L

　

い

れ
て

、
赦
し

蔓
ナ＼ゲ｛

r

か

ふ

才

粧

し

乱

猟
爪
．

二へ
ノ

、
ヽメ

ソ

十
二
m
っ
春
だ
可
成
に
L
に
j
l
互

ハ
．
が
　
つ
す
、
て
の
に
、
＼
沓
生
つ
吋

で
F
か
し
ん
た
頬
¢
専
患
う
ゑ
「

了
。
専
賓
直
し
十
う
残
村
L
ソ
l
才

CJ）

き
卵
で
囁
け

と
権
が
・
色
に
一
b
ヰ
与
ロ
た
り
．
け
け
果
は
あ
無
事
毛
に

モ
　
ノ
了
檻
才
げ
で
真
言
ノ
　
っ
弁
の
二
に
媛
云
で
れ
う
て
前

モ

で

ユ

蘭

の

あ

明

確

の

か

わ

r

p

つ

　

い

壬

轟

音

如

き

の

芸
　
類
今
昔
が
杷
わ
く
空
・
・
で
ち
な
の
蝕
ち
て
象

ぅ
こ
蝶
賭
自
立
∵
て
う
・
甲
、
グ
守
J
た
ぐ
貧
塊
を
束
∵
の

け
嵐
〔
々
、
、
て
皆
紬
二
　
：
エ
が
観
　
っ
孟
望
乾
ま
∴
抽
て
こ
L
乞

英
断
ノ
た

r
‥
　
l
、
．
甑
．

竹
憂
粗
吸
え
っ
さ
聖
上
め
軟
て
七
時
、
＼
料
傭
埼
玉
．
、
の
け
つ
邑
亀

に

　

五

言

ふ

γ

に

．

。

・

率

初

う

く

　

で

3

碑

も

芭

十

め

う

壊

時

卜



の

　

っ

日

　

の

れ

そ
阜
唯
た
末
＼

ヽ

し

し

て
が

色
媛

0
／
・
頚

ヰ中

た
風
雅
ヰ

′フ

畠

∴

ト

　

音敢碗
与、・し

．
彼
熟
し
一
一
い
与

の
　
に
7
之
）
け
わ

旛

こ

し

ハ

喀

音

。

感
そ
且
軒
で
′

に

　

？

リ

ニ

ア

h

∵

ヒ

わ
た
し
り
′
′
イ
′
久
J

た
　
て
わ
ル
タ
す

ぐ
だ
た
で
り
教

暦
C
た
迫
ル
化
．

亀

も

　

　

〓

′

号

と

も
た
せ
埠
嫁
の

盈
ル
∵
わ
れ
∵
男
手

は
の
、
L
ソ
崎
C

札
阜
二
軍
か
二
の
池

そ
食
た
酌
．
こ
内

㌣
∵
y
鼻
、
ハ
．

た
上
て
伽
、
で
る

り

lIでつ

0

健r　　 ～
：‘．農 〆

I ㍍ 璃i

1i
i

0

’

フ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

㌢

．

I ト　 ▼

2

l カ　0

与√　 丁

鳥 言

l　　　　　　　　　　 く之

1

8
l
l

桓 島

l

0
． 最 大炉 コ

1

1

巨 ． 〔玩 璃

「 ・誓 紙 師 恩

i
li

l

1
1

「 競 封
〇与 綿 息 ． ト

／l　　　　　　　　　　 l
くク ン‾‘

′‾

J ＼十 十

：‘欄 息　 L



付
ノ

毛
㌧
ハ
“
．
一
・
、ヽ

おてづ

う

う

の

う

軋

て

　

0

珂

－

す
す
′
般
的
を

乾

に

！

　

亡

の

採
今
は
云
り
急

を

て

手

白

　

い
っ
た
V
L
メ

絡
、
つ
、
ワ
昏

↑

ヒ

サ

　

ヨ

ヒ

鯛
免
∵
今
く

ヽ

l

l

J

舟
0

わ
尭
∵
∴
て
た
に
二
∵
埠

初
右
介
○
ん
し
脾
シ
を

上世持外瑞雲
d

膏
ノ

イ
軒
，

・
々
重
り

ー
し

（
封

碓

寸
ノ
こ

ノ

で

う

わ

と

が

　

0

ウ

の

′

伯

メ
孝
整
う
札
た
　
す
．
ち
佃

．

若

し

と

れ

　

い

　

（

ノ

今

う

∴

の

ズ
二
て
う
た
れ
ず
二
　
七
♀

，

っ

ろ

埠

に

阜

べ

　

っ

そ

ぎ
番
線
で
象
ば
マ
森
＝

過
隼
を
下
の
れ
リ
ノ
の
て

。
キ
惇
催
、
解
も
巧
、
／
爛

が
た
ド
て
が
が
が
色
と
一
㌢
二
亡

が

O

も

　

っ

偉

い

九

を

埠

の

キ

奮
う
リ
エ
頭
の
〓
十
万
号
煤
っ

吸
ゆ
漉
た
の
花
碑
て
乳
、
あ

の
晶
如
け
わ

ン
の
∴
麿
複

ゞ

あ

た

で

毛

一
ら
　
つ
後
に

げ
．
て
竹
′
二
笠

ラ
が
に
の
．
皐

「
町
営
毎
魂

ち
　
／
屠
ル
、
小
事

神
．
つ
い
と

一
乳
と
キ
′
に

、
ど
β
′
低

く
鶴
牙
が

き
う
了
た

久

　

し

、

㍉

、

が
∴
・
し
寸
で

の
専
こ
げ
藤
池
ウ

繰

り

！

＝

描

画

ト

の

変

り

は

＋

卑

序

可

＝
て
か
C
†
ド
エ
ペ
は

O
．
し
て
　
P
O
も
ド
′
本

た

ヰ

＼

し

い

卜

乙

こ

っ

と

も

し

子

　

い

　

せ

力
が
盈
ん
あ
賭
芭
ち
勺
／
チ
い

°
う飢レ

Lで
′
．
．
．

▼
癌
中の頭

し、・、、

・・‥・「

く　を

享

こ

専

あ

　

っ

通

が

で

　

む

／
ヽ
を
止

、

り

ノ

　

に

　

〓

′

の
聴
－
く
た
で
の
り
ば
牙

ヂ

脅

産
毛
椚
言
二
言
甲
ル
す
了
、
い

紳

サ

ヘ

が

　

′

　

h

亙

漆

　

0

外

ち

軋

軋

漣

鯛

の

デ

つ

の

う

C

く

・
乱
し

0
線
づ
√
ろ
｝
い
、
そ
ド

卜／いこ　ニ，三

’ソでベニ考　瑠

し
た

‥
県
お

水
ル

奥った　ち

て

り

う

わ

碕

者

だ

れ

た

っ
か
で
て
宅
で
．
紆
1
こ
れ

政
だ
東
方
申
た
い
、
ち
・

の後を

し

て

の

　

の

　

っ

与

／

＼

セ

・
い
り
隻
数
、
日
．
美
し
ヤ
＼

／
＼
筒
井
「
は
く
き
・
鼠
戯

ダう

山rコ軋・里＿ガ、、

たので、島内
ンを

が
ハ
勘

、

ヽ

　

　

　

　

　

、

ゞ
豆
∵
弟

′

　

来

た

」
＼
．
し
　
う

う

二

千

互

（3）

に密
へ

は
ぜ
不

噴
石の、

ヽ

し
「
、
こ

．

．

「

・

⊥

′

　

T

コ

い

　

「

八

重

‥

ビ

催

孝

音

か

璃

什
′
、
人
頭
う
　
＼
つ
り
、
句
了
と
・

T
b
、
二
二
二
け
よ
が
だ

カノヾて

メ
刷
い
上
が
に

日

て

う

う

い

三

　

つ

あ

わ

れ

†
∂

毛　ら

五
泉
ビ
．
と
、
け
ち
∴
∵
法
償
こ
竹
の

十

て

オ

に

大

　

て

・

乃

将

は

乃

（
－
リ
言
二
笑
う
∴
し
い
爪
♀
貌
あ

十
簡
・
ン
　
0
九
千
枚
こ
け
′
が

す
て

．
登
し

の海岸に
十

て

　

雲

＼

＼、る大

獣
を
郎

㌧
∴
ノ
㍉
一

て

はた＼＼へ　ん



う

画

匁

嵐

賭

て

乱

し

野

付

リ

、

受

し

げ

L

あ
隻
て
い
に
も
わ
ら
に
力
走
に
∵
バ
魂
で
ヵ

に
、
．
払
強
と
そ
思
う
勺
に
也
外
力
を

鱈
が
き
カ
キ
　
p
ヒ
ヒ
再
見
ジ
の
が
印

叶
う
品
乳
爪
∵
罫
二
に

攻
め
に
薙

い

ろ　う

だけ

、
の
ン
壇
等
介

九

こ
も
催
級

で
海
ナ
て
て
だ
喝
生
．
、
考
・
咤

が．他
と、　こ　の

Iこたって生息

に／フ＼1て　′一　つ

っ
ヨ
言
′
で
は
違
け
卵
の
ダ

ガ
・
と
て
入
ノ
玖
鴫
と
　
の
た
マ

、
L

隼
ロ
え
∵
ふ
／
せ
、
ノ
村
っ

い
、
グ
ま
に
の
な
色
盲
か
‥
カ

急
所
札

て
て
ゲ
後
初
0
ウ
暗
幕

（
ソ
つ
坊
衆
う
　
ヨ
地
口

恩
草
、
／
／
′
そ
あ
亡
の
容

ヾ
に
色
で

っ
笥
梧
色

ウ
、
魂
芝

ユ
リ
は
ゲ

キ
あ
色
感

ー
ワ
7

1
哀

前
の
．
嗜
＝
／
い
せ
の
　
い
ダ
リ
メ
イ
が
接
写

ノ
＼
た
后
あ
半
て
よ
モ
よ
マ
お
メ
あ
た
、
剰

宿
∴
∵
岩
、
っ
L
 
L
の
草
て
こ
郎
∴
し．

・ぐ

亜
三、　　・一

】
＼

5．．

は

時

日

ノ

エ

ペ

で

ロ

　

こ

ガ

ス

と

た

ふ

、

寸

1

ハ

∵

ケ

′

　

ハ

し

、

！．J

く

e
　
に
オ
川‥たこ，‾・他

言f豆∫、享1

に
て
う
は
専
有
鴇
色
塘
色
、
．
艮
て
阜
ち
一
礼

明
し
専
舵
に
7
ふ
讐
孝
ち
か
キ
氷
果
た
か
言
ハ
わ

軋
像
ン
岩
γ
7
、
を
　
0
炉
端
ド
沖
が
　
っ
番
う
足

。
碑
ジ
．
で
ギ
た
、
ノ
た
‡
受
モ
の
で
ガ

ろ

こ

き

－

ん

サ

を

ブ

　

1

急

鳳

ハ

こ

一

巧

あ
の
バ
す
ガ
∴
リ
一
あ
ふ
∵
L
子
′
　
て
ル
い

で

け

う

・

く

て

和

げ

て

に

リ

グ

た

ゲ

て

た

ト

ヒ

つ

け

サ

　

○

ガ

で

い

う

5
言
り
を
で
是
た
マ
だ
噂
う
た
外
に

い
つ
綱
か
、
乳
㌦
ツ
．
り
こ
そ
J
の
ジ
が
の

が
乱
に
つ
れ
孝
平
ゲ
、
う
え
蝶
ス
う
泉

ぅ
喜
作
が
こ
し
途
上
め
そ
務
の
ミ
あ
で

（与）

ダ
畠
蓬
牽
め

て
う
い
　
た
㍉
孟
珊
り
コ
で
邑

4
、

バ

屯
島
写
イ
7
カ

現
無
産
た

／

　

、

と

　

C

の

い

う

そ

め
凍
て
ヾ
あ
三
恥
は

経
絡

た

と

し

楯

ノ

　

0

で

確

率
7㌃

ヾ
う
わ
が
た
こ
た
奉
げ
は

軋て＼－、う代物

切璃骨た＼、
卜
／
＼
れ
う
う
∴
二
間
十
才
言
∵
臥
し
ち
の
々
井
に
初
盈
9
“
C
を
い
合
入
．
つ

の
賢
さ
年
ト
鼠
の
　
つ
了
て
集
貴
か
こ
ビ
紹
こ
乳
．
と
っ
た
印
ヒ
も
・
ド
あ こ

き

　

0

秒

て

んや　そ
、そ　の

敵艦
女
＼
巷
が
・
で
骨
こ
↑
し
豪
芸
播
っ
d
∵
ト
を

久
に
具
眉
が
ラ
雪
の
重
み
角
′
ち
鶴
l享　こ

に
が
々
薮
∵
つ
ダ
敬
三
う
モ
ガ
∴
∵
遭
催

石
ち
リ
渡
破
桝
5
∴
ふ
∵
午
が
ユ
ダ
て
て
て
の

たので、

ウモ∴ンゲ

尺
い
壬
か
触
の
で

まだわ
く魚ザ

乳残に
の
す
：
り
倉

〓

ノ

　

C

　

ス

d

r
、
∴
・
・

考
査
が

J
∴
　
・

た
同
一
が
㍉
残
を
今
、
ジ

っ

彗

韻

は

う

　

え ．
の

′♯
私

抑
ス、

ヾ
＼

【
」で



・
纂
V
　
†

・
・
－
・
l
 
I

・
れ
す

こ
息

0
く

う
右｛

耳
＼
て

で
ビ

別
布

且
碗

7
、
の

？
線

よ
ね

こ
Y

u

　

時

′

こ
束

こ
泉
婿

こ

の

に

きた＼、1ので、寸が枚数の礫保て1
卑
云

専　らい善事。写あこれは今
疎み宅に孝行鳶とニ大で垂

う

て

　

雀

て

生

　

餌

い

し

　

ん

ゼ

乾

す

7

度

　

ぺ

＼

吾

郎

で

歓

生

　

も

う

瑳

間

者

ち
く
　
h
に
毅
、
．
の

で
卑
た
だ
を
に
躊

ち
外
れ
孝
孝
み
た

、

小

宮

も

　

で

解

　

り

「．

慄盈・一心塩釜楓費に同府して」

毘妄　首　席臭胤埠軋

，

た

　

て

【

　

q

T
H
・
1
－

∴
一
」

－

．
W
L
　
，
・
し

旦
「
　
㍉
・
牙
・
友

一

．

㌧

　

　

l

十

一

一

二

と

ノ

＼

－

！

ノ

1

　

人

ノ

し
弁
今
▲
　
」

一

：

十

葺

　

と

．．一

勺
′

l
ち
　
岩
．

I

 

L

一

、

し

一

腰

．

よ

も

・

「

ノ

　

4

く
々
」
，
・
ふ

塵
い
か
も
∵
㌢
キ

1
」

ト
・
生
．
ヤ
・
去

0

隻
撃
・
て
ザ
£

落

守

　

っ

　

て

ま
私
益
墾
　
↓

瓦

　

き

　

主

　

監

？
～
磨
．
経
　
て

’I
U
も
二
罫
∵
蔽

楓
息
乙
憧

毒

草

　

二

も uた

・
フ

2
フたち

J
ち奇、

r
－

梱

　

ん

毒

す

　

竃

と

　

轄

〔
U

キ
て

ュ、尋
′

　

）

タ

・
・
一
い
よ

t

ー

1

　

㌢

．「魂

養

　

え

重

　

富

と

　

畦

．7．の

l
ト
ー

一
．
、
．
り
一

爪昭．、
叫鴇

∴
・
ト
∵
ト
、
∵

㍗

最

良

　

で

そ

　

し

　

勺

　

ワ

t

下
・
．
て
．
1
・
｝

一
哉
魂
、
・
ユ

ー
誓
ふ
．
∴
・

．
轟
！
葛

ウ

　

’

ろ

鼻

　

て

も
果
人
亀

㍉

　

上

も
硯

に
　
も
．

，
．
∵
ユ

轟

筍
桜
て

幸

二

L

 

L

（
　
塵
二
・
一

喝

て

　

増

　

寸

　

与

戴．
エ

嵐監阜

∵

、

㍉

　

ゝ

一
漣
・
：
．

一
′
、
つ

た一

ご
寄
向
∴
∵
苫
払

方

　

で

∵

ト

　

と

　

し

も

た

　

手

　

心

　

五

・

号

　

勺

生地や旦埠亀
者．ン　メF　シ‾　≠　こ．て　t逐1：登　り

テ　レ‘ビヤ浄鞠を一丁　き・・た一走

も竣囁き　蔽プこ監萄　睦か息　ヒ

産
て理

，
こ
癖

す
．
昔

、
し
虎

ゎ
と
十
色
風
浪
∵
二
竺
牒
ト
陽

了

‥

ナ

か

誉

贅

か

∵

7

㍍

者

こ

且

泉

プ　アさ　あてさえ．

に

・

フ

包

丁

　

　

と

．

り

〝

妹

　

屯

譲

を

T

で



戦々げ磨－細島（本号こも勇敢轍†見境〆出物辟亀且
奴は）・密ロ　急場・塊u亀碩・虎着京紅組や軋璽目上福官を

ヰ常芝やくりヤ了英落成良告軌・上土・思惟志・驚亀如紅

で匁ニ・ユ1両軋キ　叫13虔「萄　才　鴫塩放．JL八二∵告L戒

晩
鐘

楓
　
I
I

宰
／
ソ
軋
の
す
ウ
鮎
町
苑
〓
－
ヰ
大
｛
．
細

楓

仁一当照でヰiそ　して　患車高・久　か　∫

て　り　4リ登　登山　口　に考・た　勺　か・キ
1
1
′令ヒ

．
備

わ。呵

り
一
に
一
ギ
　
ゴ
；
二
村
な
し

短
、
わ
申
ロ
イ
　
い
．
オ
ニ
ッ
に

し
山

皇
へこ

．
㍉
－

＋
、
ノ

て

・
巧
し

ノ

し

エ

ペ

一、登をて　総官　病毒　軋り

も　上で尊卑嘩

・
れ
⊥
ド
ガ
リ
ギ

ウ

ニ

　

P

 

l

で

　

揮

竜
は
川
　
ア
Y
　
可
・
ロ

イ
為
し
や
、
げ

キ

　

の

噺

こ

　

て

勺

他

者

「

　

り

風
L
t
 
T
L
 
r
「

賃
．
P
 
L
束
に

・

く

除

く

　

て

　

の
で
　
苦
◆
か
ぅ

か

っ
　
の
　
は
・
フ

「
○
毛
．
て
　
2
「

・
た
ー
し
　
末
、
リ

ガ

明

り

て

の

葡

ま

し

啓
が
ん
∵
フ

ー
ハ
．
・
＜
⊥
の
こ

ト
　
ム
′
止
せ
．
1
ノ

l
っ
り
屯
　
う

ち

仕

丁

風

i
軋
呵

ぅ

¶

席

た
　
⊥
今
ノ
ヽ

ア

ニ

　

ケ

．

一

．

　

、

L

勺
も
キ
・
ふ
T
・
ヰ
　
句

＿

碑
つ
と
一
台
も
L
フ

一
五
血
ま
「
L
か

て

て

最

で

鼠

、

′

こ
．
L
は
．
確
舐
∵
4

‥

良

工

：

㍗

謡

か

た

璃

オ

判

か

弟

、
′

七一
」

巧
′
入
札

可
　
「
∴
・
ゝ

．
′
　
独
軋

る

ケ

　

飽

　

く

L
 
J
瑚
銘

，
つ
，
ミ
∴
．
ノ
　
・

O

 

C

′

つ

　

り
オ
：
よ

°

り
　
題
，
る
－

さ
．
り
．
イ
′

声
、
け
峯
㌧

ノ

、

．

‥

J

て

　

イ

ノ

　

言

り

リ

　

ヤ

　

ト

出
血
．
、
／
・
・
7
．
た
の
「
　
つ
ね
雷

ヨ

聾

昌

に

ゲ

イ

　

つ

為

・

息

か

炉

）

も

亀て　未

的乃

へ　こ

新

島

丹

徳

　

の

チ

魂

ふ

T

二
を
ら
　
？
う
な
亀
で
－
・
｛
し

h
l
　
と
二
に
：
守
一
い
、
ん
り
　
三二
ゾ

て

考

て

－

　

－

　

　

－

舛
　
ノ
、
わ

へ
j
、
了
ナ
．
I
 
L

〓
H
l
　
甘
叫
　
、
｝

1

1

　

う

叶

こ

．

．

レ

・

㍉

」

‥

、

・

・

r

イ
し

・一去．
句

」

卑

　

し

を

　

と

　

こ

l
J

l
 
q
．
口
．
」
が
肯

疎

い

ヨ

が

：

9

二

甲

骨

ヰ

ど

す

に

C
1

7

九

　

鬼

か

J

　

ろ

二
．
血

は

　

ご

申
告

し

干

っ

ば

雪

ぎ

t

二

　

五

㌧

ト

九

枚

　

て

息
∴
竹
馬

．
一
昔
．
・

て

ん

・

差

　

テ

　

（

壇

も

、

し

　

た

⊥

ノ

　

ウ

　

り

た

り
t
－J
J
 
L
・
∋
ろ
　
り
J
・
山
．

命

た

す

．

り

　

之

竜

封
へ
し
サ
　
イ
、
五
弦

た

　

え

軸

　

心

患

∵

第

7

け

ノ

　

爪

二

号

鬼

㌻

ヶ

章

つ

　

か

　

㌣

′

心

－

杓

う

軋

虫

五

二

粗

放

∵

1

1

L
＝
巧
．
ト
・
つ
．
一
⇒
乳
が
∵
払

え
．
句
′
j
・
㌣
・
八
川
　
「
、
ナ

q
軋
「
¶
密
∵
竃
　
∫

埠
サ
ム
、
－
ト
り
祖
、
∴
通
る
藤

一
事7

－

＼
－
ノ
・
r
t
、
．
／

l
／．

H
や
均
．
す

毛
木
や
超
絶
「
音
乞
い
　
勺
′
ぼ
二
驚 h

′

ノ

＜

－
丁

さ

こ

ち

∵

廿

　

廿

に

孝

　

1

．

久
リ　く・ヽ

磁

重

さ

′

4

・

ゝ

懲
り
餌

罷

jL

ー

ゝ

た
1

　

づ

な
一

三
ぎ
「
人
、
ワ
鹿

一
プ
句
．
－
ヨ
と

［こげ

生が
・二・．」・一

5　人

楓
　
っ
・
か

・
∵
㌧
こ
」

た

素

姓

こ

甘

　

辛

く

・
し
い
∵
告
1
軋
戊
へ
う

エーす　り　る、

しん軋鬼守

る∴．‥・t＼こ　も

こ・勺？q t

J生乳略極



に

　

l

▲

り

　

ヒ

鬼

の

る

プ軋キ名　句

温アユ　も　遁モ

し　て　り

イ　う　り
一

フ

　

3

、

ゝ

紘
∴
甥
∴
掛

け
・
中
　
血

か
軋
遅

粗

t

え．

し

　

た

．

て

一

ィ
．
、
・
レ
　
〔
且

キ

　

」

7

債

・
一
楓

句
．
・
ン
L
ダ
ー

ぷ
∵
ア

に
．
J
T

勺収牒L　へー
r
－イ・、き一

し

も日
月

も

1
．
サ
　
ン
．
J
l

鉢今　晶

1
J
 
q

寸　土

ノ

　

・

し

ノ
h
ノ

ウ
一

・
一
ノ

＼

い
＞
　
耳
ユ
す

べ
．
か
▼
　
丁

て
喝
捜

ヤ
一
・
へ
け

し
叩けr一

丁

，
ヽ
ヽ

⊥
7

ト

3

hすアキ

・
ノ
ブ・

雷
L
L

デ．ハこ輔と

反頑．う　う・塊

も．tシャ．コ・）ア

、
（
ノ

ヽ

・
た
と

．
つ
か

、
十
号

て
船
ハ

γ
－
」
、
／

て
一
色
　
ズ
！

た

　

り

　

し

も
　
て
、
）

亀
　
果
・
、
し

ト

骨

か

　

て

，
つ
L
豆
本

日
．
、
ト
一
て

目

　

し

　

7

－
だ
、
し
★
・
〕

号
β
・
γ
J

て
′
∴
｝

薦

ウ
～

．
に
別
∵
左

軋丸

Hれス
し

二
↓

，

　

ヽ

て

てH
」

†
左

軋与
り

払

プロ
〔
ノ

勺

了

か

一
．
ニ
l
J

・
斉
や
′
　
五

庵
∴
ン
出

ろ

　

つ

人

生 ノ
＼

・・．一
ノ
、

今
▲

で
ー

・
母
lq

れかけ
一・亡に

きつ

そ

八
　
つ
、
か

Jn
．
ケ
．
り
・
た

うJこ篭．汚

向・，T・，

え・隼淀豆

了　rI＼（低
ケ．‘ハ・二竜発ノ

ケ‘ハ　7　才
ー

「．さ　¶一

．
す
一
ノ
ー
′
ぐ

◆

生

　

に

　

J

I

J

寸
六
′
軋

H
L
・
・
才
．
－

う

た

脅

コ

　

っ

温 の爪
は

句
ヽ
′

プ
号

、
′
壇

ヤ

　

イ

し

土

1

　

↓

仏

　

寺

．
Iに

　

L

h

誠
二
疇

ノ

ー

T

A

「

て

　

に

◆

り

　

句
星
山
山

．
′
李
か

う

′

　

句

ユ
．
－
レ
ュ
フ

L
y
－

「
　
1
）九

段
て
・
今

た
畦

嵐
勺

宰
相－

L
p

J
な
　
り
、

・
・
‥
い
∴
も
一
．
、

六
㌧
亀
た
ま

ヅ

一

し

　

2

し

　

リ

ム

差

　

擬

し

．

も

　

↓

　

ぐ

ノ

　

↓

′

生
　
呼
†
石
　
1
．
＼

軋
一
指
　
n
H
石

筍

人

心

七

人
泉
！
J
ふ
ん

う
n
ニ
諷
生

り
＋
の
′
　
t
　
に

ヒ

　

ム

、

ト

　

ム

た
「
、
′
誉

L

　

十

リ

ー

7

　

り

・

ゝ

　

、

L

　

㌧

古

　

今

、

電

　

甘

．

一

つ

　

ち

て

　

　

う

　

靖

、
司
り
」
．
リ
絡

喝
－
鴫
千

五
・
項
う

l・
J
．
L

心
力
て

ろ
イ

り
．
、
（
ノ

ブ
．
土
．
）

丁
∴
n

へ
J
l
′

1
」
ナ
、

亡
砿
為
．

．
ヽ＼

－
／っ

コ
の＼

〔
ふ

っ
J

・
凍
て七

止，く

′
い
．

ー
′
∴
－
h
L

へ
．
．
‥
一
．
リ

手
片

I

　

た

　

毛

つ㌧・立も
、
荒

今
へ

い
け
っ

つ
コ
l

h

ヽ

1綜亀と
7
．

L的巾
五

・
一
イ
′

ふ
q々鬼

へ

リ

　

L

・
し
．
郡

指
′
－
髄

∩
∴
＋
1
－

－L．勺．

句
ヽ
ヽ

ヽ
と

、
一
つ
ノ

え・
た

’

台
l
◆

t
L

．
人

かこちふ

ン・プl L

－
し
二
六
ノ

2
つ

ヽ
」．

句

ヒ　き　た

化も勺．ム専

一iのyL止ンロ

て　ミン　明■

こ
、
「
、
・
し
・
た

一

上

　

り

′

、

″

し

つ　こ　し　」　し　た

・三テ・、、チ・言こ　し：・

号有戸「キ　ンつ㌧・L

イ
・

し

ヰ
・
軋

り
・
寸
・

．
た

つ
ー
た

＼当
・

L
I

、
／

－

一

7

1

11

塩
債

ヤ
・

イ
て勘合のC

⊥

ふ
てか勺

、
「
ノ

、
／
．
崩
＼

一
丁
七

の

　

n

フ

　

下

へ
J
 
h
リ

た
れ

寸
．
L
 
l
ゝ

て
t
ひ

高
ノ
耳

緒
捧

ィ
、
t

J

＼

一

r

 

J

H

一

み
ナ

て
了

つ
け

巧
っ

一
身
、
・
▲

・
ん

フ
つー

ゥ

、
ェ
）払．

と

せ
つ

＿
し

’
て

t

か
ノ
t

尖
鋭

八

ノ

　

つ

へ

p

丈

夫

娘

°

－

′

・

H

り

　

バ

ー

ー

もれ
）

．
ン

り
す
ゝ

つ
∫
ヽ

め

て
つ

　

い

．

′

た
∴
韓

．
リ
　
t

に
危

ッ
．
一
つ
へ

一

「

一

．
ン
　
雷

L

r

　

『

・

1

ノ

　

ヽ

／

、
／
う
∴
リ
　
う

テ

入

ノ

し

ア

リ

　

の

　

た

　

り

り

　

ト

　

ロ

　

ノ

乃

持・
大

3九．
叫

で



事
′
、
リ

た
・
る

わ

　

リ

つ

　

て

さ
五

敏
郎

埼
諷

°ヰ
・
ユ
7
－

勺
．】ヘ七つ

し
「

、
ノ

ー7．

り
咽
て
∵
う

ー

え
　
▲
t
＋
、
着

『

哨

　

、

、

ノ

ち

q

l

左

　

ゼ

q
ヽふ

　
じ
∴
呵
た

k軋勺
．寸rサ

缶
郭
も

を

！

亀

J

　

づ

L

て
J
H

こ
ノ

－
1
　
　
　
1
7

止

　

　

1

．

　

ぺ

d

q
．
L
　
へ

甥う
フ
J
ゝ

・
J
 
J
ト
も
L
邑
｛
リ
T
－
ヲ
来
り
．
泰
も
為

サ
心
た
て
晴
1
－

・

ノ

一

と
一
寸
、
牙

ヤ
・
宣
一
喝

ふ
リ
け
車
ナ

に
．
っ

、
、

ト

　

イ

ノ

．

う

　

っ

′
－
ヽ
．
L
L
東
彗
－

わ
．
ゝ
2
．
サ

√
J
　
甘
え
L

よ
り
血
豆
I
．
・
つ

ソ
訊
一
轟
、
L
ヒ

一

も

渇

　

に

、
・
／
　
角
う
　
り

ト

塊

ろ

宗

、

／

　

た

　

に

　

ぐ

－

フ

　

つ

套

「

う

ケ
弘
玖
」

で

も

　

つ

し

上
し
「
・
勤
九

重
・
／
殉
朝

て
る歩

一

t

．
ヽ
／

叫
と

、（′
も一

ヽ
す

鶴，た．‥醜†寸売
七飯

3．－－頚、和の刊轟で

大て‥醜牒ニ
、
．
／

lJ㍉卜11∵添いL軋・カ

ケ　たれ灯り㌦糾　し

潮放た▲，
ーケ‾坤

q
．

↓
八

軒
ノ

、
／

免租
お
り

ヽ

・
・
慨
4

kT－
‥
現

勺

・
・
／
与
勺
去

l
一
一
つ
　
も
・
ド

申
子
・
た
．
に

々
ヰ
l
窺
」
・
韻

A
∵
巧
　
l
“
上

り
・
咤
毛
l
：

号
と
㍉
！
レ
う
範
γ
．
？
も

竃

た

1

・

考

　

リ

ー

リ

ト

　

そ

ナ

一

リ

独

‘

コ

ト

し

　

り

、

／

・

絶

ン

且
＝
て
五
？
レ

が
ヤ
勺
、
、
＼

一己ゐ

ろ

名
ご
ノ

依
∵
替
二
つ

か

コ

　

・

一

J

⊥
才
一

L
も
ノ
雛

●°■●

勺
爪
は

ッ
鬼
ソ
チ
入
ノ
ヰ
J

ビ

．

に

三

で

　

号

て ナ

ウ

　

子

P
∵
観

音
且
一

亀観望

今

で

∴

人

L

一

3

ヲ

亨

七

サ

t

壌

く

す

壌

て

料

∵

「

丁

り

　

勺

ノ

、

は

ヒ

匁

蓄

か

な

†

？

l

1

時

も

う

友

．

－

γ

と

線

上

？

久

け
′
＝
ノ
寸
守
′
・
〇
位
ぺ
抱
　
を
n
二
二
明
夜
去

可
、
た
！
＼
八
軒
疾
患
軋
あ
う
軋

つ

′り

軋

′
ナ」

J
′
1
ヘ
ノ
　
ヤ

で

　

為

亡
一
ム
者

べ

　

の

7

、

、

ノ

．

へ

息
的
・
喝
、
／
イ
ノ

ふ

鞠

う

サ

級
ヽ

t
じ
∴
∵
甘
鵬

五

「

　

ろ

叱
．
・
い
ィ

生
楓

劣
化
か

・
托

、
且敬¶

ユ

勺

ろ

斑

尽

す

て

ぅ

2

・

苅

㌔

賓

且

で

　

勺

鼠

で

ー

し

う

で

息

：

累

た
′
亀
、
一
．
っ
へ
．
凄
小
　
つ
．
リ
．
宮
∵
サ

ヰ
ヽ．

↓
．
ヤ
・
恕
唱
＝
L
　
（
∵
孜

、
し

た
　
カ
．

7

　

タ？
夜

て

　

勺

r
 
I
・
へ

キ

腹
な
．
七
　
「
た

朝
バ
ゝ

lふリつ
，
′
＼

ヰ
し

一
木

）
－
ヘ

ム
1

テ

着

ろ

、
ノ

・
ポ
ノ

．
い
J

1
4
1

・．ヽい
ノ勺

衷
・
・
こ
ノ

・
仏
、
一
し

追
M
」
　
守
一

T
fた

、
つ

句プ、
／－

て

士
tO

車
た

ね

た

人

も

ヰ

勺
丸
．
九
∴
閏
．
た

か
　
勺
．
て

ヽ

7

，

－

．

し

°

．
－
し

、

　

や

た
∵
ヨ

ヽ
／

⊥
l
 
h

T
 
I
L

↓
し

1

　

J

　

◆

・

ヽ

角
藤
1

こ

ろ

絶

え
⊥
ね
．
・
朝

1
錘
ト
、
璃

㌃
・
ゝ
プ
靖

．
絶
サ
ン
　
の

手

、

ト

　

イ

こ

葡
　
ろ
．
主
「
一
一

一

も

　

勺

ノ

了
現す

し
ん
つ

が．．

′
了

，
ヽ
ヽ

、
ノ

、
，
、
V
L

㌧
ン
賀

ン
与
で

こ

タtq
P・

く

枚ト　駁シ
・具　し・・タ　へ

ン・ミ・互紬勺

し
、
ぢ
J
T
　
カ
キ
ふ
て

・
生
し
疇
汀
一
・
乳
た

た

　

重

石

言

∵

t

て

九 帰
偽

に
．
L

ゝ
璃

サ
軌

ラ

1

し

　

と

　

う

′

　

て

フ
コ
．
－

一
刀

圧

う

h

ノ

　

ふ

立

当

て
生
可
．
．
叫
．
に

礼
．
久
　
恵
∵
し

．
ヽ

珂

勺

る

、
、
／

上
T

、
廿
1

一
つ
′



じ
I
L
．
亨

止

1

本

∴

思

1

・

　

∴

　

㌻

・

鼻

　

　

毛

句

！

也

〓
・

幣．爪．

て
こ
l

り

ノ

　

バ

ノ

キ

∴

つ

句

、
上
．

、
⊥

1
㌧
J

L
ト

、
ヽ
ヽ

つ
】

、．ノ

L
r
－、

一

L
J

r
、

乳ィ．、
ノ
追胡乱

鞠¶
ヽ
さ
1

∵シ

つ

　

㌢

n
ノ
．
．
．
・
－
＞

‥
、
r

括
．
暮

た
．
且

髄
勘

壇

　

）
．
1

く

平

　

へ

∴

つ

・
リ
′
　
ふ
ノ

て
・
・
た
t
、

ウ
一
ザ
・
上

・
・
甘
・
も
　
し

ふ

軋

　

了

も
．
‥
一
J
・

笥
l

五
・

、
丁

子
も
ノ
り

°

．
ノ
ー
茸
等
　
f

承
、
ヰ
．
こ

．

一

1

　

㌢

由

．

　

亀

°

ユ
尋
‥
n

袖
．

．
I
－
J

d
」
　
鞍
、

三・一を　巾着．こ：絹一つ　わ．う明

　

う

　

つ

ふ

て

す、・・傭館数’彗・㌣

九枚埠持
璃句　殉華

て

▼

　

⊥

「

リ
施

し
鴫

ん
食

も朗「桟．したニ　′　でも　′～ナ令

こ．九　か、五七　包

こ　して亀■負づ

1　　°

J J

つ　こ　し　持．毒，主．：L

十　、　　　う　ま．．、皇一計

ム
¶
　
L
L

つ
た

虹、‾

壇．⊥ザ1埠上　3　て
ヽ
．
L

l
上

言
放

－
．
t
．1、㌢騒急．し　た

ト
も”

．
嵐せ

ころ．．ぺノ

T
　
、
J

q
．
つ

租
ろ

ィ
．
．
．

二
｝
′

t－

フ

　

ヤ

命

ノ

　

ト

ン
ム
ノ
・
1
は
し

コ

．

∵

ふ
ノ
　
ナ
4

し
ノ
L
単

車
軋

、
ン
　
托

、
4
温

、
掬
」
　
ヽ
・

吾

し

、

ヰ

こ
も
　
り
、
r
・

－

去
▼
サ
苓
う

せ
・
し
，
巧

ヒ
由
「
奇

見
．
姓
－

ヽ
ノ
・
．
り

も

上

マ
′

え
ー

、
■
′

辛
夷
j
　
脇

．
・
・
へ
　
0
ノ
　
「
．
・
で

柊
サ
イ
圭
久

も

・

け

　

り

　

五

竜
‡
J
．
ゝ
奴

幸
に
「
睾
執

、

1

一

り
・
亀
軋
り
托

一
－
ヽ
一

女
ュ丸

．

で

●4
7

睾i

つ
て
．
r
て

・
え
ヰ
・

ナ
・
・
す
、
カ

ハ

ノ

　

　

　

’

－

H
．

顔

東
▼M圧

シ
に
鬼
・
凰
0
7

r
l
・
・
寸
ヽ

．

I

 

J

、
仏
軍

ヽ
，
一
′

ヰ
｛
“
一
年

六

ノ

　

n

u

な
合

一
一
・
ノ
・
．

一
見

－

H

．

一

了
ヽ

．
ヽ
′、

－〝

′′ヽ

JJ
り

き　っ7

・よ　う

′こ　一　日
一　」．＼

華享　71・

ヴ、nヒョウて°

当
里
．
∵

魯

l

一

　

．

／

疇
礼

へ
（
．
勺

．
フ
ー
9

．
1
J
　
叫
・
・

「
り

す
舅

、
、
二
特

1
－
1
　
．
1
－
－「

ノ
．
独

「・せれ・

か塊

・
叫
ノ

n

可

′

　

「

．

ナ
ド

「
　
」
す
／
今

「
一
車
．
∵

汚
∵
比
－
、
ノ

て

）

七

号

ーノ二．瑠‘島持針「よ玖

こ．範残1してリ　え

11　・1　す．．．た

l主　星与　ラ　て1こ　珪　｛極

t・域・－　て　曇且．＿き　て－ノ

㌢
い
⊥

隻
－1ノ叛・r・－・t負可†鴫蜜＿

＿．．‘・　＿ふ・

え一項
十
、で1

1
／い

し
し耳．．・

葛

‾　賢7
－1、

S
つ
′
．

．
4
．
ノ

T
L

1、．

「
．
．

、
ヽ

1

ノ

　

　

　

r

一

二
′
′
　
㌢
ふ

烏
ノ
　
1
．
J

も　　　ー．

ぐ
ず
・
，
．

正
¶
た

．J

・・1、！

r
レ

う

有
勺
高
一
珊
′
ヰ

る
甘
ェ
唯
事
二
ノ
ヰ
ノ

絢
云
「
葦

肇
∵
う
山

・

‥

1

　

．

‥

・

サ
卑
叫

1

・

－

ト

7
－一

人

n
“

泉一事ぞ二島へ

り
鉢



．GldS′S

や拳　l C

I c

C

．

C

 

C

 

C

 

C

 

C

 

C

載

　

れ

a

 

a

 

d

l

 

l

一

l

ユ

1

　

1

⊥

　

l

　

ユ

　

1

　

3

　

3

　

3

　

3

n

U

 

D

二

も

　

C

 

p

 

P

ニ

ヒ

1

4

一

之

　

ユ

　

3

－

1

7

ー

す

′

島根

牢貢、：‥
naIme

弄竹噂を
中　川　再　も

河野瑠璃
上　と‥言、∴．

二　二・三・

林　連

絡口唇痺
帝　各級
正目内私事

や

布

軒番く

留稀

足
留
永 弾

男
ふ
囲
ヤ
∵
和

典
牽
．
替
正

舶用鉛毒

噂
膚
裕
．
大
　
一
（

亀
を
√
遵
鼻
私
産

象
相
克
ヤ
・
乎
亀
田

辟
舶
∵
叫
亀
這
？
す
舷

乳
酪

押

柑放蕩星〕



‥‥‥‥一編集後

昨年　川6引け目や、
よ　う　ヤ

り　い　の

と
つ

るいてし

の
．
て

七
らっ

が

七
七

は
が
鹿
田
で
作
為

の鼻
い部

．
．
て
ぁ
者

て

Il

お
う

け
卜鹿部

呑。小

」だ饉

毎

の
⊥
葛
生

．－誌

き
脅
こ
わ
埴

象

癖

ぞ

貴

簡
．
官
薗
紬

ら

く

部

と

ほ ．
つ

ど も

く　暮　β　が

げ窃感動
と　ガ

中堅がIllソげ音か　け

′

し

　

／

＼

つ
な

軽

目
盛
　
っ

招
　
▼
。
温

め

七

と

密

象

う

y
）

のも．tも

k
r

日

浮

祈

　

ると　も

甘生物部で言行・つて’ぽL LI言今

田から鳥1′高瓦ドなら都須儲
昨年の祥一指笛生物部に　　つて

って日干乍㌦午た　日。某　定を・げ

lニ献金　し　てて　き　っ

て　下さ　った中1

廿
：
L

年
号

今
専

（

十

に

癖．
の

t
 
d
闇

嗜癖
儲 蓼

う、、貨物車牽姦〝診

る　し　こおく）。

部
な

の
放

年

　

い 音

が

自

壊
書
経

ヨ
者
．
炸
ら

∧

7

ち

V

　

こ

年
初

急啓．あL

小生　はl百

てい乍ので

屯・つて三馬定

多軸が仏諷
象が

る　う　ど

い

ど

卜

好

感

の

く

ら

石

生

1

3

な

聯

ま

エ

っ
知
恵
者
生
敦

L
 
r
 
L
左
足
聾
物
象

で今

て り

）

れ

わ

を

な

　

号

音

　

の

　

？

竜

ゼ

と

か

の

密

作

候

げます。
二郎教〝と　と

一一一∵‥一占啓蒙一一一一一一一一

箆監魚層　谷山市
恵庭飢　qqO

ヨ・弓一ル尊蘭生物翻
．‾忙し．．谷山　43




	ラ・サール生物部短　1966-02  No.07　表紙
	目次
	祖母山採集記
	羊歯植物採集記録
	淡水産プランクトンに関して
	草蜻蛉飼育日記
	迷蝶の記録　その１
	竜が水のヤクシマルリシジミについて
	沖永良部での採集
	紫尾山採取江宇旅行に同行して
	部員名簿
	編集後記

